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■各種セミナー、研修会、eドキュメントJAPANの出展に安価な
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■会員専用サイトで、JIIMAの最新活動を閲覧できます。

■マネジメント導入事例、最新の技術動向、国内・海外事情な

ど、有益な情報をいち早く入手できます。

■各種参考出版物、商品（解像力試験標板、試験図票、ターゲ
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■国際的な文書情報マネジメントショー（AIIMなど）のツアーに

参加できます。
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eドキュメントJAPAN2014レポート

クラウド・ビッグデータ時代の文書情報マネジメント
～紙から電子の社会をめざして～

〔ケース・スタディ〕富士ゼロックスが考える
これからの文書情報マネジメントと先進企業の取り組み事例
－保存・保管から業務での活用、知識化への発展－
富士ゼロックス株式会社　桂林　浩　広森 順子

〔連載〕ビッグデータと文書情報管理
第一回 ビッグデータとは何か―その重要性
株式会社日本能率協会総合研究所　菊池 健司

JIIMA特別会員　前標準化委員長  長谷川英重氏
平成26年度工業標準化事業表彰で経済産業大臣表彰を受賞
合格おめでとう！文書情報管理士からのひと言
文書管理に関する35年間の取組みと今後の課題（１）
オフィスにおけるダンシャリ
株式会社ファイリング技研　中西 勝彦

【わが館のお宝文書】
調布市立図書館所蔵　映画ポスター
弘前市立弘前図書館所蔵　弘前藩庁日記 江戸 赤穂浪士の討ち入りの条

世界で再評価されているマイクロフィルム　１
爆発的に増加するデジタル文書の長期保存についての動き
コダック アラリス ジャパン株式会社　楢林 幸一

理事に聞く2014―JIIMAをけん引するリーダーたち
文書情報マネジメントの未来図
新市場開拓委員会　建築WG担当理事
コダック アラリス ジャパン株式会社　田中　毅 氏

晴天なれど遠霞　「フィンランドはミステリアスな国」

●クラウド・ビッグデータ時代の文書管理 JIIMA eドキュメントJAPANを開催
● e-文書法 ついに規制緩和の動き JIIMAの働きかけ実を結ぶ
● 米議会図書館 1924年ワールドカップを収録した90年前のフィルムを発見
● 国立国会図書館 データベースフォーラムを開催
● 富士ゼロックス モバイルワークを支援するソリューション・サービスを展開
● コダック 上海にアジア太平洋地域テクノロジーセンターを開設
● DNP 4Kタブレット端末を利用した「オンライン校正支援システム」を開発
● 三井倉庫ビジネスパートナーズ MSイメージング社と合併
● 各社ニュース

● BDR-XD05J2
● 楽々 Document Plus　Ver.3.5
● Satera LBP8900
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ECMと文書管理のソリューション

今回の出展ではECMと関連したソリューションの出展が
目立った。クラウドやビッグデータといった情報とその共有・
利用によってビジネスの効率化を図ったり、BCPの流れか
らもこの分野に関するユーザーの関心の高さがうかがえた。

スぺノコム社は韓国からの出展で、ECM、BPM、EIMS
の各ソリューションを提供する「Xtormシリーズ」の紹介
とコンサルタントサービスの提供を行っていた。韓国からは
もう１社、ナレッジキューブ社が社内の情報の蓄積と共有に
よる業務の効率化をする「KCUBE」の紹介を行っていた。
伊藤忠テクノソリューションズは自社開発の文書管理ソ
リューションの「EIMANAGER」を使って自社のデーターセ
ンターでお客様のデータを預かり管理、運用することで、よ

り安価で安全、迅速な文書管理のサービスの提供をPRしてい
た。日立ソリューションズは自社の文書管理に関連する商
品をまとめ、「活分」というブランド名に統合し、グローバ
ル化、パートナーとの協業、人材活用、ワークスタイルの改
革等に対応した製品群の提供を紹介していた。FMシステム
は図面・文書管理システムの「まいく郎」のWebシステム「ま
いく郎Web」と統合型多機能ビューア「Croscope（クロス
コープ）」の紹介をしていた。ハイパーギアは「HGPscan　
ServerPlus5」を展示し、e-文書法に必要なタイムスタンプ
や電子署名を標準機能として搭載することで、紙情報からの
電子化や管理をさらに強化した点を強調していた。Kofax 
Japanは各製品の紹介をする中で「Kofax Capture」と「Kofax 
VRS」の機能として非定形の伝票に対応したOCR処理と世
界唯一の高度なイメージ補正機能の紹介をしていた。ジムコ

2014年の eドキュメントJAPANは、24社が19のブースで出展、
各社最新の機器・製品・ソリューションの提案、サービスを紹介した。

展   示   風   景

レポート

クラウド・ビッグデータ時代の
文書情報マネジメント
～紙から電子の社会をめざして～

IM ナレッジコンテンツ委員会

eドキュメントJAPAN2014は、平成26年
10月15日～17日東京ビッグサイトで開催
された。展示会場や会議等でのフォーラムに
ついて報告する。
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は「知財倉庫」の新機能、セキュリティ機能、モバイル端末
の利用、ISO32000（XML-PDF）での電子出版とQRコードを
利用した電子捺印で証憑の真正性を確保する紹介をしていた。

ハードウェア関連

ハードウェアの出展ではブルーレイを使った長期アーカイ
ブとスキャナ、キーエントリーマシンの展示があった。

ブルーレイ関連の展示では、アルメディオ、パイオニア、
ビクターアドバンストメディア、三菱化学メディアが共同の
ブースで長期保存用のブルーレイディスクとライター等の機
器展示と啓発を行っていた。日本テクノ・ラボは「iDupli」
を使ってブルーレイのデュプリケーターでサーバ等のバック
アップを自動的にとるシステムの紹介とソニーのオプティカ
ルディスク・アーカイブ等を利用して大規模アーカイブシス
テムを構築する「DocuSCOPE」の紹介をしていた。ユニテッ
クスはブルーレイ、LTO-5テープドライブを１台で管理して、
設定に応じてデータをそれぞれのメディアに自動的に記録で
きるハイブリットデータアーカイブシステム「BAS2520」
の展示とデモを行っていた

スキャナの展示では、ジェイ エスキューブがスキャニング
前処理の封筒開封機能のついたスキャナ「OPEX AS7200i」
の出展とデモを行っていた。コダックアラリスジャパンでは
対面業務での少ない枚数（10枚まで）を高速でスキャンする
A4デスクトップスキャナ「Kodak ScanMate i1150」を展示
していた。マイクロテックは非破壊検査フィルム専用のス
キャナと検査業務のアプリケーションMiiNDTがバンドルさ

れた「Mii-8000 XL Plus」、レベルレコーダーで測定された
長尺紙を電子化する「NeuraScanner」を展示デモしていた。

ハツコーエレクトロニクスはキーエントリーマシン「EM2013」
の新機能、グラフィカルエントリフォームを紹介していた。
イメージのフォームを切り出して入力画面と連動させ、画面
上にキー入力の仕様やインストを表示することで簡単に入力
作業を開始、運営できることが特長だ。

ハードウェアの展示では機器が動作する様子を来場者が興
味深く見ていたのが印象に残った。

サービス、その他

インフォマージュは自社のスキャニングサービスで電子化
されたイメージを検索、表示するソフトウェア「ImFletta」
の紹介と、カメラで撮影した画像から3Dのイメージを作成
することで従来に比べて正確な色を表現できる「3Dモデリ
ングサービス」を新たなサービスとして紹介していた。ナカ
シャクリエイテブは平成26年７月に改正された道路法施行
規則で求められる５年に１回の点検と、点検等の履歴管理、
統一的な尺度で健全性を診断するという要件を満たす「道理
施設維持管理システム」の紹介を行っていた。ムサシ・イメー
ジ情報は工事現場で撮影した画像を自動的にクラウドにアッ
プデートしてリアルタイムに事務所から確認できる「工事写
真支援システム」と、タブレットに子供向けの童話を電子書
籍として登録して、入院している子供たちに動く絵本を提供
し、病院関係者には消毒の手間を減らすことができるサービ
スの紹介をしていた。米国からの出展のアイマイクロデータ
コーポレーションUSAはデータベースで管理された書類を
棚・フォルダ毎にLEDを点灯させて場所を知らせる現物管
理の方法を提案していた。

サービス、その他では各社将来のマーケットを見据えた、
また独自の考えによるユニークな出展が見られた。
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１日目 ～基調講演・特別講演・テーマセミナー

JIIMA高橋理事長より、「クラウド・
モバイル時代の文書情報マネジメント
最新動向とJIIMA活動」というテーマ
で基調講演があった。国内エンドユー
ザーの動向、標準化視点からのグロー
バルな文書情報マネジメント動向、社
会インフラ情報再整備事業への政策提
言進捗、e-文書法規制緩和、そしてJIIMAの光ディスク製品

認証事業の進捗など盛りだくさんな内
容で解説があった。

続いて国立国会図書館大滝館長より、
図書館蔵書のデジタル化が与える社会
的意義が語られた。資料のデジタル化
の過去の実績と目的、さらに今後の方
針が具体的に述べられた。

その後、内閣官房IT総合戦略室浅
岡参事官補佐より、マイナンバー制度
の概要と今後の動向について解説いた
だいた。１年後には国民にマイナン
バーの通知が開始され、平成28年１月
からは書類にマイナンバーの記載が必
要になるなどいよいよ実現に向けた仕
組みが固まってきた。それに伴って考えられる民間利用例、
文書取扱い、税務処理への対応、ワンストップサービスの拡
張利用など、有益な情報が説明された。

そして大日本住友製薬信頼性保証統
括部 橋本様より、製薬業界における
文書管理の現状と課題について、電子
化の動向、厚生労働省によるシステム
構築の現状等のほか、製薬業界特有の
電子化にかかわる規制要件が細かく解
説された。

またJIIMAベストプラクティス賞の受賞セレモニーがあ
り、今年は古野電気の帳票の電子化が受賞した。その記念講

演として古野電気船舶
機器事業部 前田様より、
輸出入業務の標準化と
電子化による業務効率
化・コスト削減の実例
が語られた。電子化に
よるワークフローの改
善により、コスト削減
に寄与した内容が具体
的に説明された。

またテーマセミナーとして、e-文書法に対応した治験関連
文書の電子化をクラウドシステムで実現した、日本医師会治
験促進センター情報システム部の若井部長が講演した。治験
とは薬として認められるための試験で
あり、そのためには全国1,225の治験
審査委員会が活動し、その結果発生す
る文書量は年間で2tトラック分に相当
するという。日本医師会はその効率よ
い情報共有化運用をめざし、統一書式
の制定、入力支援システムとして無償利
用の「カット・ドゥ・スクエア」（Clinical Trial Document 
Support System）を構築、利用者に優しい様々な改良と改革、
厚労省などとの連携、業界標準化、記録の電子原本性の確保
をめざした。現在800以上の組織が活用しているシステム導
入の成功ポイントなどが解説された。

２日目 ～特別講演

２日目は、富士ゼロックス 桂林様より、同社が提案する
文書情報マネジメントのあり方とその事例について報告され

フォーラムでは、文書情報マネジメントの最新動向や図書館蔵書のデジタル化、
マイナンバー制度、製薬業界の文書管理等の「基調講演・特別講演」、文書の電子
化について専門的な解説をする「テーマセミナー」、メーカー・ベンダーからの最
新動向・事例・システムを紹介する「スポンサードセミナー」、そして文書情報管
理関連の知識・技術を短時間で習得できる「ナレッジセミナー」が実施された。

会議棟でのフォーラム

2014年のJIIMAベストプラクティス賞は
古野電気の帳票の電子化に決定！
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た。同社が考える文書情報のマネジメ
ントは、単にドキュメントを保存・保
管するだけではなく、現場に役立つシ
ステムや負荷がかからないノウハウを
導入することにより文書情報マネジメ

ントが有効活用され、さらには業務に関するすべてのナレッ
ジが蓄積・共有される新たな付加価値を生むサイクルが作り
出されるようになることを目指している。実践事例については、
ベストプラクティス賞を受賞した古野電気の貿易帳票管理ソ
リューションやYKK APの図面・技術情報管理ソリューショ
ンのほか、病院におけるカルテ監査支援ソリューションなど
が紹介された（詳細は８ページ）。

続いて、日本ユニシス 三浦様より、
日本におけるオープンデータの取り
組みに関する解説があった。

一昨年あたりから国を挙げてオープ
ンデータへの取り組みが活発化してき
ており、公共部門のデータを活用した
新たなビジネスの萌芽も見られると
期待された。今後は、多くの人がより便利なサービスを享受
できるよう、また、より大きなビジネスに育っていくように
国や自治体そして民間の三者が協力していくことが求められ
ると話された。具体的な例や詳細な動向は、2015年１月号
で解説する予定なので楽しみにしていただきたい。

３日目 ～テーマセミナー

３日目のテーマセミナーでは、e-文書法と電子帳簿保存法
の解説と実際にe-文書を進めている企業の事例が発表された。
SKJ税理士事務所の袖山税理士は「わかりやすい」をモットー
に、法律の話ばかりではなく、実務や税務調査の進め方もレ

クチャーした。
法定文書を原則電子で保存できるe-

文書法、その中でも証拠性・気密性の
高い文書は担当省庁の法律に沿って保
存でき、特に税法で定められている国
税関係帳簿・書類は、電子帳簿保存法
に則り、所轄の税務署長の承認を得て

保存を進めるのが電子化保存の流れだと話された。申請の対
象となる帳簿・書類の種類、申請方法、そして保存期間や保
存場所の別などが具体的に示された。申請するには「最初の
記録段階から一貫して電子ですること」が重要で「訂正削除

の履歴を残すこと」「社内規定、管理ができていること」「見
読性・検索機能があること」「保存をどのようにしているか、
保存期間中見られること」「相互関連性があること」がポイ
ントだと伝えた。

具体的な企業事例として、武田製薬
工業は、スキャナ保存、自社の証憑の
電子化ソリューションを話された。
2008年に経理システムを変更し、経理
業務の標準化・効率化を促進するため、
経理帳簿・会計帳票の電子化に着手・
実践された。それまでは毎月40 ～ 50
箱にも及ぶ伝票類を相手にファイリングを行ってきたが、電
子化導入後、検索ツールを使用したデータの抽出・科目の
チェックなどを行えるようになった。

現在では会計センターに帳票類が届いてから２～５日で処
理が出来るようになったという。

今後は、シェアードサービスでグループ会社に展開し、e-
文書法申請の要否を検討する予定だと結んだ。

まとめ

展示・フォーラムともに今年も電子化を中心とした話題が
多かった。官公庁・行政機関のほか、製造・金融・医療関連
などあらゆる業界で電子化ビジネスは加速してきているよう
だ。ビッグデータ時代といわれる情報社会のなか、このeド
キュメントJAPANが有益な情報提供の場として業界発展に
寄与できたと期待したい。
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はじめに

企業内で文書がどの程度使われている
か、ご存知でしょうか。企業によって異
なるとは思いますが、当社の実例を調査
した結果では、出力された紙文書を積み
上げると、富士山の５倍もの文書を１年
間で出力していることがわかりました。
膨大な文書の作成や探す手間にかかる人
件費は、総人件費の約30％近くになります。

また、我々が普段行っているオフィス
ワークでは、20％が定型業務であり80％
が非定形業務と言われています。現在シ
ステム化されているのは、この20％の定
型業務が中心になっており、その裏では、
注文書、納品書、契約書や仕様書などの
文書が行き交い、人が右往左往して必死
に業務をこなしています。この80％もあ
る見えにくい、非定形な業務の部分を効
率化しなくては真の効率化はあり得ませ

ん。最近、システムインテグレータとの
話の中で良く耳にするのが、『お客様に、
お前らはうそつきだと怒られる』ことだ
そうです。見えている定型業務の部分は
システム化され、確かに効率は上がって
いるのだけど、裏に隠れている、非定形
で文書と人が右往左往している部分の効
率化が出来ていないために、トータルで
見ると良くなっているように見えないと
いうのです。下手をすると、基幹システ
ムのフローを流すために、今まで以上に
余計に人手をかけて非効率になっている
かもしれません。

この文書が飛び交い、人が右往左往し
ている非定形業務も含めて問題解決を図
るべく、ここでは人手と文書でまわして
いる業務に関連して、文書情報をどうマ
ネジメントすべきか、これまでの考え方
と今起きている変化、将来の方向性につ
いて、事例をまじえて紹介いたします。

時代のニーズに対応した
文書情報マネジメントを紹介

富士ゼロックスが考える

これからの文書情報マネジメントと
先進企業の取り組み事例
－保存・保管から業務での活用、知識化への発展－

ソリューション・サービス開発本部
ソリューション開発部
第一SPF開発センター

センター長　桂
かつら

林
ばやし

　浩
ひろし

公益社団法人 日本文書情報マネジメント協会　執行理事

ソリューション・サービス企画管理部
ソリューション企画グループ

グループ長　広
ひろ

森
もり

 順
じゅん

子
こ

富士ゼロックス株式会社

高コストな基幹システム 

基幹システムから分断された 

煩雑なドキュメントフロー 
雑然と導入されたIT機器 

見えにくい 

見える 

DHC_P 

DHC_P 

DHC_P 

DHC_P 

DHC_P 

DHC_P 

DHC_P 

DHC_P 
DHC_P 

DHC_P 

ｅドキュメントフォーラム特別講演より

図１　見えにくい・非定型領域
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文書情報マネジメントに関する
考え方

当社では、文書情報マネジメントの進
化を図２の通り考えています。最初の段
階は、企業活動で重要な文書情報の「保
存・保管」です。日本では、まだまだ文
書情報マネジメントに対する意識が低い
ですが電子帳簿保存法や、e-文書法、
eディスカバリーなど、企業として必要
な文書、電子文書をしっかりマネジメン
トしていくことが国際的に求められてい
ます。

しかし、いつ使われるか分からない証
拠保存のためだけに、後ろ向きに文書情
報を管理するのでは長続きしません。実
際に行っている業務の中で、活用しなが
ら、気が付いたらしっかり文書情報がマ
ネジメントされている仕組みにしていか
なければならないと考えています。です
から、「保存・保管」が出来たら次に来
るのが文書情報の「業務での活用」です。
もともと、業務で活用するために文書情
報は作成されるわけですから、一見、当
たり前のことを言っているようですが、
その文書の存在の有無によって、業務の

進捗状況を確認したり、本来の文書情報
の役割以上の働きをさせることを目標に
しなければなりません。

さらに、業務中で使われた文書情報は、
重要なノウハウや知識が豊富に含まれて
います。しかし、これらの知識やノウハ
ウが探せなかったり、探せても断片だけ
だったりと、理解できず有効に再活用さ
れていない状況だと思われます。ですか
ら、電子メールなども含めて広い意味で
の文書情報を「知識化」していく必要が
あると考えています。

保存・保管

重要な文書情報が管理出来ているとい
う状態にするためには、以下に示す要件
が必要です。
①一元管理／情報共有

単純に文書情報を共有フォルダに入れ
るだけでは、共有サーバはゴミ箱化して
しまいますので管理が必要です。管理と
は、例えば版管理があります。常に最新
の文書情報を管理し、間違った古い文書
情報で契約したり、モノを作ったりする
ことを防止しなければなりません。また、

大切な文書を参照したり印刷できる人を
制限し、情報が漏れないように管理する
事も重要です。さらに、その文書を短時
間で探し出せる事も重要です。ファイリ
ングした人に電話して聞かないとどこに
あるのかわからない、探し出せないとし
たら、それは文書の共有がされておらず、
ゴミ箱に入れているだけの事になってし
まいます。
②電子化・登録

実際に業務をしていると、他社からく
る注文書などの紙の文書がどうしても業
務の中には存在してしまいます。昨今
EDIという企業間の電子データ交換が増
えつつありますが、まだまだ実際の業務
の中では、文書情報を管理するための基
本的な機能として、紙文書のスキャナ取
り込みが必要になります。
③原本性保証

e-文書法や電子帳簿保存法などでは、
業務の実行結果のエビデンスとして、文
書情報を活用しなければならない状況が
あります。または、エビデンスを電子的
に保存することで、コストの削減になる
ケースもあります。ただしそのためには、
改ざんなどが行われていないことを証明
するために、誰が、何時保存したかを明
確にする電子署名やタイムスタンプの付
与が必要になります。
④�文書・ライフサイクル・マネジメント
（DLM）
さらに、文書情報のマネジメントで忘

れてはいけないのが、文書情報を文書管
理システムに登録した後です。数年後に
廃棄したり、公開時期に自動的に公開し
たり非公開にしたりと、文書は登録した
ら終わりではなく、登録後の状態やアク
セス権などを管理していく必要がありま
す。こうした登録作業は手間がかかり、
文書管理者は専門的に、法律や会社の規

 文書は業務での情報の伝達/ 

状況の把握/次工程のトリガー 

 文書情報の保存・保管技術の上

に、業務フローを構築する 

業務ソリューションを展開 

 知識を文書情報として、経緯や

ノウハウの表出化/伝播/保存・

保管を支援するソリューション

を展開 

 文書情報の電子化・保存・保管 

 各種規制に対応して管理 

業務での 

活用 

知識化 

保存・保管 

図２　文書情報マネジメントの進化
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定などを良く理解して管理していく必要
があります。ｅディスカバリー対応など
を考えますと、このような文書情報のラ
イフサイクルは、企業としてしっかりマ
ネジメントしていく必要が増してきてい
ます。

これらの文書情報の「保存・保管」要
件を満たし、業務効率化を実現した事例
としては、販売部門における契約書管理
や、建設・工事現場における施工図書管
理などの事例がありますが、今回は、薬
事規制対応の事例を紹介します。

[事例Ⅰ　薬事規制対応]

医薬品・医療機器・化粧品業界では、
グローバル競争に打ち勝つために、製品
開発リードタイムの短縮やコスト削減に
取り組んでおられます。その中で、文書
情報の電子化による業務効率化やスピー
ドアップを進めたいと考えられておりま
すが、一方で薬事法などの規制要件にも
対応しなければなりません。

例えば、文書管理システムログイン利
用時に、承認前の再認証機能や、誰がロ
グインしているかがわかるログイン画面

表示などの特別な要件です。また、文書
保管時に誰がいつ登録したかといったこ
とや、改ざんされていないことを証明し
ないといけません。

それをすることで、現場の負荷がかか
ると徹底されなくなりますので、例えば、
成果物を決まったフォルダに格納すれば、
自動的にタイムスタンプがつくなど、使
う人が意識しなくても処理できる仕組み
が必要です。これを実現することで、文
書情報の「保存・管理」の運用が形骸化
せず、定着されていくものと考えています。

業務での活用

次に「業務での活用」について考えて
いきましょう。業務の各工程間では文書
が発生すると考えます。例えば、発注業
務では発注書、企画・設計業務では要求
仕様書や要件定義書などです。　　

冒頭で申し上げた、人手と文書で対応
している非定型業務領域では、これらの
文書情報をおさえれば、業務の進捗状況
が把握可能だと考えています。この考え
方をベースに、文書情報を業務に活用し、

管理のための管理でなく、活用のための
管理をしておくと業務が楽になるという
ことをすすめています。

文書情報の「業務での活用」を進める
際の要件はいくつかありますが、代表的
なものをここでご紹介します。
①ユーザーごとのビュー

文書情報を活用する方の役割や立場に
よって、文書情報の見え方や管理のやり
方を変え、これにあわせた見せ方をさせ
ることが必要です。例えば、商品開発の
プロジェクトを進めている方は、プロ
ジェクト単位ごとに要求仕様書、テスト
結果などを見たいでしょう。一方で、企
画部門の方は、複数の商品をまたがって
企画関連の文書情報をみたい、というこ
とになります。通常、フォルダは作った
人の見方で作っていますが、利用する人
に応じて、見せ方を変えられるようにす
ることが有効です。
②文書の整備状況・進捗状況の見える化

ケースバイケースで異なる場合もあり
ますが、基本的に業務の内容によって、
アウトプットする文書は決まっているこ
とがほとんどです。例えばあるお客様で
は、金型を作る際に、型の構造書、磨き
度数を示す文書など、17種類程度の文書
を全部そろえる必要があります。その必
要な文書がどのくらい整っているかを見
えるようにすることで、業務の進捗状況
がわかるということです。
③タイムラインに沿った見える化

情報の整理でもっともわかりやすく基
本だといわれている方法が、時系列で文
書を残して行くことだといわれています。
例えば、病院の例では、カルテ、検査結
果などの患者さんにかかわる情報を、患
者が入院してから時系列に並べて管理し
てあると、その患者がどういう経緯で治
療を進めてきたかが、関連する内科、外

• 各種法的規制・ガイドライ
ン(ER/ES指針、21CFR 
Part11など)に対応 

• 規制に適切に対応し、文
書・記録やワークフローの
電子化を実現(文書管理ルー
ル変更) 

• 文書管理ソフトウェアの活
用により、証跡としての文
書管理(改ざん防止)の徹底 

• 業務品質向上と業務効率化
の両立 

• 第3者への説明責任に対応
し、品質リスクを低減 

• 米国FDAをはじめ、輸出
先各国の審査へ対応による
グローバル進出を促進 

 

事例の 
特徴 

薬事規制対応文書・記録管理業務 
対象 
業務 

課題 

取組み 

効果 

製品品質に対する 
市場要求の高まり 

グローバル 
競争激化 

製品開発リードタイムの短縮 
・コスト削減 

• 文書・記録やワークフローの
電子化を進めたいが、規制対
応の進め方がわからない。 

• 標準書・手順書の配布や差し
替え、版管理を徹底し、ミス
を減らしたい。 

• 記録を正しく保管し、非改ざ
ん性の説明を含め、第3者(当
局)へ適切な説明を果たしたい。 

企業の対応 

外部環境変化 

課題 

図３　事例Ⅰ 薬事規制対応
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科、検査科などの科間で共有できます。
このような文書情報の「業務への活用」

の考え方を取り入れている事例をいくつ
か紹介します。

[事例Ⅱ-1　図面・技術情報管理-YKK AP様]

YKK AP様事例から見た技術情報管
理について考察します。

本事例は、従来の紙図面の電子化にと
どまらず、文書やメモなど業務に必要な
情報を総合管理するとともに、業務毎に
存在する図面や文書を業務定義として公

開環境の場に埋め込み、俯瞰して「見せ
る化」する仕組みを構築しています。

このことで、業務は誰もが平準化した
作業を行うこととなり、品質は向上し、
開発・設計業務における情報の集積と展
開、またメンバー間の情報共有の促進を
図ることができています。また従来、設
計者個人の机や脳の中に埋もれていた貴
重な企業資産を表出化して公開する場に
提供することで、メンバー間において過
去の経験値の活用促進、標準化の推進、
抜け漏れのない情報の作成等によりデザ

インレビューの効率化と品質向上を図っ
ておられます。特に部門をまたがり業務
連携を行うシーンにおいては、他のメン
バーの業務遂行状況がいながらにして把
握することができ、また次に作成すべき
情報が明確に定義されているので、メン
バー相互に納期と成果物を意識した業務
遂行を可能にしています。

[事例Ⅱ-2　図面・技術情報管理-輸送機業界]

次に輸送機業界における事例について
紹介します。

設計者がドラフターに向かって設計を
していた時代は、オフィスにおられる先
輩方が、通りがかりに後輩が作成する図
面を見て、指摘をしたり議論して、設計
の初期の段階で内容を確認・修正するこ
とができました。今日では、設計者は
PCの画面に向かって設計をしているの
で、途中経過が見えにくく、図面が完成
形に近づいて初めてその品質を確認でき
るなど、納得できないがまあこれでいい
か、というところでものづくりを進めて
しまう、その結果、品質が低下している、
と嘆いておられるメーカーの設計者がい
らっしゃいました。電子化されたことで、
他の人に見えにくくなっている、それを
電子化しても見えるようにするというの
が大事だと考えています。

[事例Ⅲ　貿易帳票管理―古野電気様]
（JIIMAベストプラクティス賞受賞事例：月刊IM2014年５月号参照）

貿易業務で発生する膨大な文書を電子
化して、進捗が見える文書管理システム
で管理する仕組みを構築された事例です。
輸出入業務の進捗が見えるようになった
だけでなく、電子化したことで紙の帳票
を75％削減し、年間1,000万円のコスト
を削減されました。

また、手続きがどこまで進んだかの現

• 帳票電子化、ワークフロー自動
化による業務効率化と高品質化 

• 電子帳簿保存法対応 

• 貿易帳票を電子化し、進捗が見
える文書管理システムで管理 

• ERP連携により、貿易や物流に
関する情報･帳票類を一元化 

• 各種貿易帳票の自動生成 

• ワークフローの電子化･自動化 

• 65箱/年の帳票の75%を削減
1000万/年のコスト削減 

• 業務効率45%向上 

• 情報伝達や問い合わせ対応時間
の短縮(5分が数秒に) 

• 正確･迅速な回答によるCS向上 

• 標準化によるガバナンス向上 

事例の 
特徴 

輸出入業務 
対象 
業務 

課題 

取組み 

効果 

• 海外でのさらなる競争力強化 
• 海外販路拡大による業務量の

増加と複雑化への対応 

• 海外販路拡大による業務量
の増加と複雑化への対応 

• 過去5年分の貿易帳票を3つ
の倉庫で紙保管。お客様や
通関業者からの問合せ対応
や監査時の工数効率化と膨
大な証憑の保管コスト低減 

• 納入後のサポートスピード
up(船舶の安全航海に不可
欠な製品のためスピード対
応が求められる) 

経営課題 

業務課題 

• 企画から発売後までの技術情報を一元管理 

• プロセスにそった技術情報の見える化を実現 

• 海外拠点との情報共有 

• 設計進捗に合わせ個人持ち情報の一元管理徹
底と動的なアクセス制御(公開)する仕組み 

• 検討過程の仕様や図面の変更情報の可視化・
管理の徹底 

• 図面のみならず図面に付帯した技術文書(設計
段階の会議開催案内、議事録、検討記録から
量産開始後の通達・カタログ)まで管理 

• セキュリティポリシーに沿った動的なアクセ
ス制御による海外との技術情報共有 

• デザインレビューの納期短縮と開発スピード
アップおよび開発品質向上 

• 検討業務の徹底で手戻り防止と関連メンバー
のコミュニケーション向上 

• 業務効率化実現(規制強化に伴う追加試験工数
の捻出) 

事例の 
特徴 

商品企画～発売後の商品
評価プロセス 

対象 
業務 

課題 

取組み 

効果 

窓に対するお客様
ニーズの多様化 

規制 
強化 

商品力・提案力の強化 
開発品質向上とｽﾋﾟｰﾄﾞup 

• デザインレビュー徹底･
プロセス管理強化とコ
ンカレント開発推進 

• これらを推進するため
の部門・工程をまた
がった技術情報見える
化と円滑なコミュニ
ケーション環境の整備 

対応 

外部環境変化 

課題 

図５　事例Ⅲ 古野電気 貿易帳票管理　※ベストプラクティス賞受賞

図４　事例Ⅱ YKK AP 図面・技術情報管理
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場からの問い合わせに、その都度書類を
ひっくりかえして対応することがなくな
り、仕事が滞ることも減っただけでなく、
対応時間が短縮され、現場や取引先の満
足度向上につながっています。

古野電気では、このシステム導入にあ
わせて不要な業務や文書を見直すなどの
業務改善もあわせて行われており、その
相乗効果が出始めています。

[事例Ⅳ　金融事務プロセス改革]

金融機関では、融資やローンの審査に
ついて、支店窓口で書類を受領・確認し

たのちに、事務処理センターに書類を送
付し、センターで集中的に審査・判断し、
結果を支店に戻すケースが多くあります。
支店から事務センターへ書類を送り、書
類が戻ってくるのに数日かかり、かつ審
査がどこまで進み、いつぐらいに決済さ
れそうかなど、進捗がよくわからないと
いう状況になっています。

審査にかかわる文書情報を電子化する
ことで、センターとのやりとりの時間を
短縮でき、かつ進捗状況も見えるように
なります。

この事例では、スキャンされた電子帳

票の束をばらし、帳票過不足の自動
チェックのほか、帳票をバラし、束ねな
おしたり、日付などの情報をOCRで抽
出し、データベースに取り込むなど、審
査業務の効率化を支援する仕組みを取り
入れています。

また、審査書類のチェックにあたり、
２帳票を画面上に並べて表示させ、あた
かも紙の文書のような直観的な操作で帳
票を比較しながら、点検個所をマーカー
でタッチ確認するなど、電子の世界での
点検業務をアナログ的にうまく扱えるよ
うな工夫を取り入れています。

[事例Ⅴ　量的カルテ監査]

医療機関では、患者が入院した時から、
作成が必要な文書類を確実に残す必要が
あります。例えば、手術の前には必ず患
者の同意書が必要です。また、入院診療
計画書や退院サマリーなどの記録がない
と診療報酬が適切に得られないことがあ
ります。

病院によっては、これらの記録類が十分
に整備されていない、管理されていないこ
ともあるそうです。一連の文書が適切に保
存され個別に抽出できることは、自分た
ちの業務にも活かせ、厚生労働省などか
らの監査の際の説明にも役立ちます。

文書情報の「業務での活用」は、客先
で、今まさに活発に取り組まれており、
事例も増えつつあります。このような事
例を皆様とも共有しながら、単なる「保
存・保管」と思われがちな文書情報マネ
ジメントの世界を変え、定着化させてい
きたいものです。

知識化

最後に、今後の方向性として「知識化」
についてふれていきます。

 医師 

 医局長 

 看護師 

 病棟師長 

 医事課職員 

 診療情報管理士 

 医療秘書、病棟クラーク 

 診療記録管理委員 

作成が必要な文書種が、登録されているかを一覧できる画面 

利用者 

• 事務のセンター集約化から事務の電子化の実現 

• 簡易なスキャニング、帳票認識等最新技術を用いたキャプ
チャリング、電子の世界での点検業務を実現する
Document Handling UI等をトータルで提供 

• ペーパレス化、電子化によるコスト低減（20～50％のコ
スト削減） 

• 事務品質の向上とCS向上 

• リードタイム削減と並列事務の実現によるスピード向上 

• 電子化を通じ拠点被災等の拠点切替を迅速に行える事務
基盤の構築 

• 将来の電子契約実現をはじめ、顧客利便性を実現する
サービス提供が可能となる事務基盤の構築 

事例の 
特徴 

個人向け住宅ロー
ン保証管理業務 

対象 
業務 

課題 

• 大量事務の効
率化・省力化
による事務要
員、事務コス
トの低減 

• 事務の正確性
向上による事
務リスク、オ
ペリスク低減 

• 要員育成の工
数と期間の低
減 

• IT統制強化によ
る業務管理レ
ベルの向上 

 
 

取組み 

効果 

事務の 
受付 

点検 
・ 

承認 

後続処理へ
の 

連携･保管 

Capture BPM 
（Doc Handling UI） 

Store 
Deliver 

事務 
プロセス 

Sol 
領域 

• ｽｷｬﾝ 
•帳票認識 
•OCR 

•UI 
• ﾜｰｸﾌﾛｰ 
• ﾛｸﾞ管理 

•文書管理 
•他ｼｽﾃﾑ連携 

図７　事例Ⅴ 量的カルテ監査 基本画面

図６　事例Ⅳ 金融事務プロセス変革
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文書情報には、ノウハウや知識がつまっ
ています。ただし、文書という形で表出
化され、文書を配布すれば伝わる知識だ
けでなく、文書を作る過程で文書に残せ
ないような議論・体験の中の暗黙知のよ
うな知識もあります。これらも含めて組
織としてうまく活用できる状況にもって
いく文書管理がベストです。

一昔前には、ナレッジマネジメントや
ナレッジデータベースの構築が流行りま
したが、結局うまくいかないケースが多
かったと聞いています。その理由の一つ
には、結局は表出化された知識だけを
データベース化して検索できるようにし
ていたにすぎないからだと思います。表
出化された文書情報だけでは、ほとんど
の人が意味を理解できず、暗黙知を共有
できず、結局うまく活用できないという
ことになります。

当社では、知識化に向けた必要要件を
以下のとおりと考えています。
①過程情報の可視化・共有

成果物である文書情報を作成するまで
に行った議論や打ち合わせ結果を、その
成果物と関連づけて管理することが重要
です。実現のために、検討経緯を可視化

させるタスクプレースを電子掲示板のよ
うな形で提供し、これと成果物である文
書を関連づけるような仕組みの構築も必
要です。

これにより、キーワード検索で、ある
文書を発見した場合、その文書の中身だ
けでなく、文書が完成する流れの中でど
んな文書や情報を見て議論して得られた
結論なのかなどの背景を理解できるよう
になり、ナレッジの共有と理解促進につ
ながります。
②�場の盛り上がり状況、参加者の気配な
どの見える化
場の盛り上がり状況・活性度を自動的

に表示したり、関連メンバーが文書の中
身を読んだかどうかをコンテンツの周知
度で表示させたりします。また、よく発
言している人、よく見られている文書を
ランキング表示させることで、場全体や
参加者の盛り上がり状況や活性度、関与
度がわかります。
③暗黙知の発見

経験・ノウハウを持っている人を
Know Who検索したり、その人の発言
をたどることで、暗黙知の所在と内容を
見つけやすくできます。

皆様もご存じの通り、「知識化」の考
え方は決して新しいものではありません。
1990年代の終わりごろから、一部ビジ
ネスの現場でも試行されてきました。

昨今では、モバイル、クラウドに加え、
ソーシャル、ビッグデータなどの技術が
進展してまいりました。また、従来のヒ
エラルキー組織に加え、個人のつながり
を活用したコミュニティがアイデアの実
現やスピード、個別課題対応力の面で、
新たなビジネスの担い手になり得る可能
性に企業経営者も気づき始めています。

このような技術の進歩・社会的な価値
観の変化により、「知識化」の考え方が、
いよいよビジネスの現場で活用段階に
入ってきたな、という感触を持っています。

まとめ

以上、当社が考える文書情報マネジメ
ントの考え方を「保管・保存」から「業
務での活用」、「知識化」の進化の流れに
沿って、事例を交えて紹介いたしました。

当社には、ゼロックスフィロソフィー
（J.C.ウイルソン（米国ゼロックスの初代
会長、1909-1971）」というものが共有され
ており、そこでは、“Our business goal 
is to achieve better  understanding 
among men through better communi-
cations.”「我々の事業の目的は、より良
いコミュニケーションを通じて、人間社
会のより良い理解をもたらすこと」 とい
うことを言っております。これが全従業
員が共有している基本的な考え方になっ
ています。

文書情報マネジメントの進化は、皆様
の円滑なコミュニケーション環境の構築
と、社会や企業の成長、経営効率改善に
役立つものと確信しています。

成果物とタスクプレースのリンク タスクプレース 

検索された文書をその議論の過程と共に表示 

 

DHC_P 

文書 データ 文書 データ 文書 データ 

営業 開発 製造 

 

DHC_P DHC_P 

コミュニ 
ケーション 

知識 

データ 文書 データ 文書 データ 

DHC_P DHC_P 

今までは捨て去られていた経緯(暗黙知) 
を可視化し、最終成果物から辿れる 

図８　検討経緯の可視化



14 月刊 IM  2014-12月号

ビッグデータの時代

ビッグデータ…将来の可能性を感じさせるネーミングであ
る。今、産業界においては、このビッグデータを使って何が
できるのかを皆こぞって研究し、先行事例の収集に力を入れ
始めている。2014年度はその傾向にさらに拍車がかかって
いる。一例を挙げると、金融や化粧品、旅行といった業界誌
において、立て続けにビッグデータ活用事例特集が取り上げ
られており、その注目度の高さは折り紙つきである。よかっ
たら図書館や書店で雑誌のバックナンバーを眺めて見て欲し
い。何らかの形で様々なビッグデータの特集にお目にかかる
ことができる。
登場した当初はビッグデータを別世界のことだと考えてい
る人も多かったようだが、最近の登場頻度を見ると、もはや
ビッグデータに関係ない業界など存在しない、と見て間違い
なさそうだ。
私はいつもそうしているのだが、世のトレンド探索には、
専門誌が登場するかどうかを見るのがわかりやすい。注目さ
れる業界には例外なく新たな媒体が
誕生する。そして日経BP社の月刊
誌「日経ビッグデータ」が2014年３
月に創刊された。毎号の特集も大変
興味深い内容となっている。是非お
目通しいただきたい。
こうした事象からしても、ビッグデー
タに対する期待値は高まるばかりだ。
かくいう私にも、ビッグデータを
テーマに講演して欲しい、という声
がありがたいことに随分と寄せられ
るようになった。
さて、極めて注目度の高いビッグ
データだが、一方で「ビッグデータ
とは何か」について、その意義も含
めて明確に答えられる方は実はそん

なに多くないと思われる。実際に私の周りにおいても、「ビッ
グデータ、言葉はよく聞くけど正直どういうものかよくわか
らない、でも何か凄いことができそうだね」といった会話が
結構な頻度で耳に飛び込んでくる。
ビッグという言葉は壮大な世界観を連想させる。非常に深
くて広いビッグデータの世界を理解し、次なるビジネス展開
につなげていきたいと多くの方が願っている。

ビッグデータの定義

「情報通信白書」（総務省）において初めてビッグデータと
いう言葉が登場したのは平成24年版である。ちなみに新たな
ビジネスや用語が出てきた時に、その内容を確認すべく白書
を見ることは有効な手段である。
同白書ではビッグデータについて、「事業に役立つ知見を
導出するためのデータ」、そしてビッグデータビジネスを
「ビッグデータを用いて社会・経済の問題解決や、業務の付
加価値向上を行う、あるいは支援する事業」と記載している。
同時に「ビッグデータは、どの程度のデータ規模かという量

ビッグデータとは何か ― その重要性
株式会社日本能率協会総合研究所 
MDB事業部 第１情報サービス部

部 長　菊
きく

池
ち

 健
けん

司
じ

第１回 ビッグデータと文書情報管理

図１　ビックデータを構成する各種データ例
出典：「平成24年版情報通信白書」総務省
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的側面だけではなく、どのようなデータから構成されるか、
あるいはそのデータがどのように利用されるかという質的側
面において、従来のシステムとは違いがある」とも書かれて
いる。確かにビッグデータを構成する情報の要素は非常に幅
広い（図１参照）。
従来、別の目的でバラバラに集められていたデータをビッ
グデータの旗印のもと、一つの大きな箱にまずは結集させる。
そして、これまで接点のなかったデータ同士を結び付け、そ
こから分析活動を通じて新たに生み出される情報を有効活用
し、事業展開に活かしていく。新たな情報は、データ間の組
み合わせというプロセスを経ているので、その精度が向上し
ており、利用者からすれば新たな手が打ちやすくなる。しか
も従来は入手困難であったデータが手に入る可能性も広がり、
「これまでとは違う何かが待っている」という期待感が高まっ
ている。まるでビッグデータ分析の先には、ブルーオーシャ
ンが広がっている、というやや過剰な期待を背負いつつ…。
情報をビジネスに活かすという発想自体は、決して新しい
話題ではない。インターネットも何もない頃からあった話で
ある。思い起こせば、1990年頃には世の中に高度情報化社
会という言葉がしきりに飛び交っていた。1996年にインター
ネットが登場、情報環境は一変し、わずか20年足らずで情報
量は我々がもう想像しえない領域まで辿りついてしまった。
大量の情報を処理できないと嘆くだけでは先もないので、
ビッグデータ分析がその救世主としても期待されているのだ。
過去と現在の情報環境における決定的な違いを４点列挙する。

①もはや想像することすら難しい情報量の急増
　（学術情報、分析情報、記事情報、SNS等の自由な情報等）
②人が手に取ることのできる情報収集ツールの多様化
　（パソコン、スマートフォン、タブレット、次世代機器等）

③情報分析ができるハード・ソフトの急速な進化
　（ICTベンダーによる製品の進化はすさまじいものがある）
④�情報量が多すぎるが故に必要な情報を探しきれない事象の発生
　（�情報は誰でもすぐ探せる→実は多すぎて探せない人が
急増していることに気付いておきたい）

　ビッグデータの世界においては、こうした要素が複雑に
絡み合っているというのが私の認識である。
　メディアへの登場についても、参考までに少し整理しておこう。

・日経産業新聞　2010年11月　
　�シリコンバレー関連記事で初めてビッグデータという
キーワードが紙面に登場
・日経コンピュータ　2011年９月15日
　特集：ビッグデータ革命

・�DIAMONDハーバード・ビジネス・レビュー　2013年
２月号
　特集：ビッグデータ競争元年
・ビッグデータの衝撃　2012年６月刊行
　野村総合研究所：城田真琴氏著／東洋経済新報社

このように、わずか４年程度での出来事である。将来的に
ビッグデータにとって代わるICT関連用語がまた誕生してく
ることは想像に難くないが、それはまだ先の話。ビッグデー
タの動向には大いに注目しておく価値がある。

文書管理業界においては

ビッグデータは当然重要な位置付けを占めることになる。
JIIMAにおいても、会員の皆様のビッグデータへの関心が大
変高いと聞いている。
ビッグデータの世界は、デジタルデータを中心に論じられ
るが、アナログ媒体（紙媒体）でしか存在しない情報、例え
ば、①古い書籍や報告書、②新しくてもデジタル化されてい
ない情報（高額調査文献や業界専門誌等）についてもその範
疇として捉えておきたいと考えている。私の所属機関にも相
当数の文献がストックされているので、管理においてはいつ
も頭を悩ませている。
今後も日々大量の新しい情報が流通していく中で、新しい
データについつい目が向きがちになるが、過去の古い情報を
いかにストックしておけるかも大きなテーマになる。
最近企業や団体が頭を悩ませていること、それは古い情報
の扱いである。過去の情報を様々な事情で処分したが故に
困っている人々を多く知っている。処分した後で、その情報
が必要になるというのはよくあることである。古い情報をス
トックしておくことの価値は今後大きくなっていくのではな
いかと思う。
新しい情報も利用価値は高いが、古い情報にもきっとビジ
ネスチャンスが隠れている。
先ばかりを見ると、ついつい過去の情報が疎かになる。た
だし将来の世の中のトレンドを予測する上では過去のデータ
は欠かせない。通常のWeb検索ではなかなか見つけられな
い情報も大切にしていきたいものである。
デジタル・アナログ両面における大量の文書を取り扱って
いる文書管理業界においては、様々な業界において、どの程
度ビッグデータ活用が進んでいるのか、そこで採用されてい
る手法をいかに文書管理に活かしていくか、を今のうちから
真剣に検討しておく必要があるだろう。



書籍名 著者 出版社 発行年 価格（税抜き）
ビッグデータビジネスの時代 鈴木　良介 翔泳社 2011年11月 1,800円
ビッグデータの衝撃 城田　真琴 東洋経済新報社 2012年 ６月 1,800円
ビッグデータの覇者たち 海部　美知 講談社現代新書 2013年 ４月 760円
ビッグデータの正体 ビクター・マイヤー =ショーンベルガー、ケネス・クキエ 講談社 2013年 ５月 1,800円
できるポケット＋ビッグデータ入門 小林　孝嗣 インプレス 2014年 １月 880円
進撃のビッグデータ 牧野　武文 マイナビ選書 2014年 ６月 850円
世界一やさしいビッグデータの超攻略術 柿沼　朱里 アーク出版 2014年10月 1,400円
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今後の掲載予定

初回は、ビッグデータとは何か、という点について紹介し
た。次回以降は以下内容を想定しているので紹介しておこう。

　第２回：情報収集と分析における重要な役割とは
　第３回：事例紹介（海外の先進事例）
　第４回：事例紹介（国内の先進事例）
　第５回：事例紹介（失敗事例）
　第６回：業界への提言

第２回ではビッグデータが隆盛を迎えるにあたり、重要に
なってきている役割があり、それについて詳しく解説する。
「統計学」ブームはもちろんビッグデータ時代の賜物であり、
こちらについても取り上げる予定だ。
第３回～第５回は事例紹介を行う。物事の理解を深めるた
めに事例研究は欠かせない。

第６回では、連載のまとめとして文書管理の業界における
ビッグデータ活用のための提言に大胆に切り込んでいく予定
である。

終わりに

ビッグデータは知れば知るほど奥が深い、というのが実感
である。本連載においても今後数々の新たな取り組みや事例
を紹介していくが、成功も失敗も含めて、まだまだ試行錯誤
の段階というのが正直なところである。
「ビッグデータ」を理解するためのお勧め単行本を何点か
紹介しておくので、よろしければご一読願いたい（表１参照）。
実は、情報収集能力、情報管理能力、情報解析能力を有す
る文書管理担当者とビッグデータの親和性は高い。
そうした事実を紐解きながら、筆を進めていく予定である。

第１回　ビッグデータと文書情報管理

表１　ビッグデータを知るために最初に読んでおきたい書籍
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　工業標準化活動実績及び功績

①�平成７年日立製作所においてコンピュータプログラムのモジュール化と標準化の重要性を認識してWfMC（Workflow�
Management� Coalition）での活動を開始。特にインターワークフロー（部門単位のワークフローから他部門をまたが
るワークフローを構築するための設計手法）の標準化に尽力。現在ワークフローはビジネスプロセスへ進化を遂げ、
数多くの組織で活用され、「WfMCフェロー」の称号が与えられた。
②�平成８年からはOMG（Object�Management� Group）世界大会に、WfMC日本支部の中心メンバーとして参加し、平
成14年６月日本人として唯一の「OMGアンバセダ」の称号が授与された。
③�平成15年10月、ISO/TC171（文書管理アプリケーション）の国内審議団体であるJIIMAの標準化委員会副委員長（ISO
分科会担当）に就任。PDF/Aをアーカイブ電子文書の世界標準フォーマットとする国際標準化活動に取組み、米国
AIIM（TC171幹事国の事務局）と連携してAdobe社の説得を開始、国際会議に継続的に参加しながら、日本がセキュ
リティ部分を分担すること等でAdobe社からPDF/AのISOへの無償権利譲渡を引き出した。結果、PDF/A規格は世
界標準ISO32000として実現することが出来た。その過程ではAdobe社のPDF開発責任者を日本に招聘し、内閣府や医
療関係工業会との交流を計り、東アジア圏の２バイトコードサポートやフォント文字化け対応の重要性など、理解と
協力を得ることが出来た。PDF/Aはアーカイブの国際標準フォーマットとして欧米諸国を中心に広く利活用されている。
④�長谷川英重氏の工業標準化の活動期間は、日立製作所時代から累計19年、内JIIMAでの標準化活動期間はISO副委員
長として２年、委員長として９年、ISO/TC171（文書管理アプリケーション）日本代表としては11年間に亘っている。

　標準化及び適合性評価に関する国際協力実績及び功績

①�平成18年、経済産業省主催の「日韓基準認定協議会」でISO/TC171　PDF/A規格に関する意見交換・交流窓口の設
置を提案、日中韓３ヶ国で２バイトコードへの対応強化を推進するスキームを構築した。
②�平成19年に淡路島で開催された｢北東アジア標準協力フォーラム（NEASF）｣に、窓口設定と基準作成を提案し受理さ
れた。
③�平成20年以降、韓国ソウル・中国桂林・日本小倉での日中韓３ヵ
国会議で、PDF/A国際標準化活動について継続して報告を続け、
韓国のPメンバー化も支援する事等で、TC171会議における日
中韓３カ国の協力体制を構築、NEASFソフトウェア関連成功
例として評価されている。

これまでの標準化活動が評価され、平成26年10月14日
都市センターホテル（東京都千代田区）にて
経済産業大臣から表彰状が授与されました。

[ 長谷川英重氏職歴 ]
昭和37年４月株式会社日立製作所に入社し中央研究所へ配属、昭和46年１月から
47年５月まで米国RCA社駐在、昭和47年５月からソフトウエア工場、平成３年拡
販推進部長に就任。平成14年６月同社定年退職。以降はボランティアでJIIMA中心
に標準化活動に取組む。

JIIMA特別会員　前標準化委員長  長谷川英重氏
平成26年度工業標準化事業表彰で
経済産業大臣表彰を受賞
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合格おめでとう！
文書情報管理士からのひと言

①�上司のすすめで知りました。
②�業務にて文書管理システムを扱うことが多く、文
書管理に関する知識を習得するために受験いたし
ました。

③40時間
④�受験対策セミナーで学んだポイントを重点的に学
習いたしました。

　�特に、文書管理に伴う法律については、業務でも
重要な部分となるので重点的に復習いたしました。

⑤は　い（東京会場）

⑥�２級、１級と事前に試験を受けていたため、戸
惑うことは少なく余裕をもって受験できました。

　�ただし、２級や１級に比べて複数選択の設問が
多いため、用語やポイントの暗記だけでなく、
内容をしっかり理解することが重要だと感じま
した。

⑦�現在業務で行っている文書管理システムの構築
や今後のより良い提案に役立てていきたいと考
えております。

⑧思わない（理由：現在は利用予定がないため）

①�月刊IMおよびJIIMAからのメール配信記事で、
試験内容詳細を認識しました。

②�大きく２つの動機があります。１つは、自身の
スキルを改めて確認するためです。お客様と文
書のデジタル化等の会話をする際に、自信を持っ
て提案・アドバイスできる知識を持っているか
を確認するためです。もう１つは、モチベーショ
ンの維持です。仕事上、様々な案件に携わる事に
なりますが、基本的な仕事内容は一緒ですので、
新しい技術や知識の吸収を怠りがちになります。
仕事に関連する資格にチャレンジすることによ
り、モチベーションの維持・向上になると考え、
受験しました。

③60時間
　CompTIA�CDMA+：対策セミナーも含めて30時間
　文書情報管理士受験対策セミナーも含めて30時間
④�マイクロフィルムに対する知識がまったくなかった
ため、先ずはマイクロフィルムによる文書管理を理
解することを最優先にしました。また、受験対策セ
ミナーで教えていただいたポイントを中心に学習

ノートを作成し、受験前はそのノートを中心に繰り
返しポイントを読み返すことに集中しました。
⑤�は　い（東京会場）
⑥�受験までの過程は、とても楽しかったです。いま
まで必要であっても10%程度の知識しかなかっ
た部分が100%とまではいかないまでも、80%・
90%になりますので学習のし甲斐があります。

　試験自体は、複数回答の設問には苦労しました。
　�複数回答については、確実な理解が必要ですの
で、テキストの内容を完全に理解する必要があ
ると考えます。

　�試験は設問に対する解答を選択する形式ですが、
上級の場合、記述式の設問が在っても良いので
はないかと考えます。

⑦�合格はしましたが、設問に対して自信を持って
解答することができなかった問題がありました
ので、引き続きの学習が必要だと痛感しました。
文書情報管理士としてお客様により良い提案が
できるよう、勉強は継続していきたいと思います。

⑧思　う

池
い け

田
だ

 愛
あ い

子
こ

さん

リコージャパン株式会社
ソリューション技術本部

ソリューション開発センター
ドキュメントSI部

第２グループ

古
こ

口
ぐ ち

 博
ひ ろ

規
き

さん

ABBYYジャパン株式会社
シニア セールス マネージャー

新
2014年
８月受験

2014年８月文書情報管理士検定試験にチャレンジし、
見事合格された皆様に合格の秘訣を伺いました。

①�文書情報管理士検定試験はどこでお知りになりましたか？
②受験の動機は？（受験のきっかけ）
③学習時間は？�
④どこに重点をおいて学習しましたか？苦手な部分なども
⑤受験対策セミナーは受けましたか？

⑥試験内容・受験の感想
⑦�今後この資格をどのように活かしていきますか？�
⑧�JIIMAではこれまで蓄積されたナレッジをWebを通してご覧
いただけるナレッジ会員制度（個人会員制度）を設けていま
すが、さらなる研鑽のため利用しようと思いますか？

上　　級　　合　　格
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①�書類の電子化を行っている部署へ異動した際、
上長に教えていただきました。

②�今の部署で書類の電子化に携わっていく中で、専
門的な知識が不可欠であると感じ、文書情報管理
に関する知識を学習してユーザーに安心できる
サービスを提供したいと思い、受験を希望しました。

③20時間
④�マイクロフィルムの電子化については、今まで関
わったことがなかったので、集中して学習しまし
た。

　�e-文書法や電子帳簿保存法等の法律等について
も、ユーザー別にイメージしながら、学習しました。

⑤は　い（東京会場）
⑥�２級受験の時とは違い、複数選択の問題や回答
に悩んだ問題もありましたが、受験対策セミナー
のおかげで時間に焦ることもなく、安心して受
験することが出来ました。

⑦�文書情報管理士検定試験で学習した知識を活か
し、既存ユーザーだけでなく新規ユーザーに安心
して導入していただけるドキュメントソリュー
ションを提案していきたいと思います。

⑧�思わない（理由：制度内容を詳しく調べてから
にしたい）

①�社内通知（社内報）。
②�現在、保持している文書管理士２級は取得してか
ら約30年近くたっており、受験するのであれば少
しでも記憶力のあるうちにと思い、一念発起し受
験をしました。

③20時間
④�普段の業務にそれほど関わりのない「文書情報マ
ネジメントに必要な応用知識」と「国税関係書類
のスキャナ保存」。

⑤いいえ（受講料が高いため）
⑥�マイクロ技術等の基礎知識から文書マネジメン
ト及び関連法案などから幅広く出題されており
尚且つ、問題数も多かったです。

⑦�今回、1級を取得できたことにより、普段の業務
において効果的な文書情報マネジメントを実践
できるよう努力し、今後、チャンスがあれば上
級もチャレンジしたいと思います。

⑧�思　う

①�会社の上司からの紹介です。
②�社内には文書情報管理士の資格を持つ人が多くい
るので自分もスキルアップのためにと思い受験し
ました。

③50時間
④�受験対策セミナーで教えられたところを重点的に
学習しました。

　�初めて聞く用語や法令もあり、ただ暗記するので
はなく理解できるまで何度も参考書を読み返しま
した。

⑤は　い（大阪会場）
⑥�問題数が多いので試験の初めは緊張しました。
でもセミナーで受講した内容が多数問題となっ
ていたので、落ち着いて問題を解いていけば余
裕を持って試験を終えることができました。

⑦�私は文書情報の電子化やマイクロフィルム化の
仕事についていますので、今回学んだ知識を業
務の効率化や生産性の向上に役立てたいと思い
ます。

⑧�思　う

①�上司が本資格を所有していた事で知りました。
②�文書情報管理士の資格を所有していることが、今
後の業務に必要となるため、また、自身の知識の
幅を広げたいと思い受験しました。

③50時間
④�受験対策セミナーで示されたポイントを繰り返し
復習しました。

　�また、マイクロフィルムについては業務での取り
扱いが無いため、取り扱いのある会社様へ訪問し、
使用方法や構造について勉強させて頂きました。

⑤は　い（東京会場）
⑥�受験対策セミナーを受講していたため、多少余
裕を持って試験に挑むことが出来ました。

　�対策セミナーのポイントからの出題が大半でし
たが、迷う問題も多々あり、確認不足を痛感し
ました。

⑦�今回の試験で得た知識を活かして、質の高い文
書情報管理の提案や実践をしていきたいと考え
ています。

⑧�思わない（理由：現在は利用予定がない）
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札幌三信倉庫株式会社
トランクルーム　蔵・デ・イン

所長代理

２　　級　　合　　格

１　　級　　合　　格
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はじめに

断
ダン

捨
シャ

離
リ

という言葉は、「やましたひでこ」という人が登録
商標をお持ちのようで、彼女のテーマであるクラター（ガラ
クタという意味らしい）・コンサルタントという言葉も使っ
てはいけないらしい。最近テレビで「片づけられない女」が
有名になり、綺麗な女優さんが実は家が片づけられない人と
して有名になっている。「やましたひでこ」さんがクラター・
コンサルタントを始められたのは2001年からとのことで、家
の片づけをメインテーマとされて活躍されている。断捨離と
名前のつく本は合計250万部以上売れているそうで、私たち
の同業者として整理整頓に貢献しておられることに感謝しか
つご同慶の至りである。
彼女の活躍で整理整頓が5Ｓ（整理･整頓･清掃･清潔･しつ
け）以来の脚光を浴びているが、あの本はあくまで家庭内の
片づけで、オフィスにおける整理整頓については語られてい
ない。断捨離という言葉が市民権を得たため、ここでは「オ
フィスにおけるダンシャリ」として、せっかく盛り上がった
整理整頓をより普及させるべく、私の最終講義の一つとして
語りたい。

１.　事務机の上手な使い方

時々テレビでオフィスの机の様子が映し出される。地震の
時のテレビ局の光景や大学の研究室の光景などである。その
机を見て「えっ」と驚くのは私だけではないだろう。

「よくこれで仕事ができるなあ」とか「これで間違いなく
仕事をしているのかしら」というのが印象ではないだろうか。
私たち文書管理のコンサルはこんな光景を百万遍も見てきて
いる。こういうデスク周りに対し担当者を説得して、整理整
頓して次のようなデスクに変えて貰っているのである。

どうすればこんな風に変わるのか。これはファイリングシ
ステムとしてこれまで何遍もお奨めしたやり方である。
①�要･不要を判断する：仕事が終わっていて不要になった
書類はないか？
②�デスク周りに置くか：デスク周りには月１回・年10回以
上利用するものに限る。
③�必要な書類が探せるのか：ファイルを作り見出しを書い
て何がどこにあるか整備する。
④�お客さんの資料が放置されていないか：最近特に厳しく
なったコンプライアンス関係。
個人の断捨離と違って、個人的執着をなくす以外に、仕事
の効率やお客さんへの遠慮や会社の利益の根源がデスク周り
にあることを理解して頂くことにしている。

２.　デスク周りの評価基準

そこでこんなオフィスでは「デスク周り診断」を実施して
いる。一人ひとりのデスク周りをある基準に従って採点して

オフィスにおけるダンシャリ

株式会社ファイリング技研

代表取締役　中
なか

西
にし

 勝
かつ

彦
ひこ

文書管理に関する35年間の取組みと今後の課題（１）
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公表するのである。その基準とは次のような基準である。
①机上に書類を常時保管、②机下･外に書類を常時保管、
③袖中段引出しに書類を平積み、④袖下段引出しに書類を見
出しなしで保管
もしもこの基準に照らし１つ該当すれば１点減点とし、減
点なしがＡ、減点１をＢと評価する。同様に減点２はＣ、減
点３はＤとなる。

このように各部署を回って１人のデスク周りを２～３分見
て採点していく。見られた社員たちは近頃会社からも「通信
簿もどき」を付けられたことはないが、採点結果はコンサル
が理由を説明しながら、本人も納得ずくなので何とかせねば
と考え始める。これがこの評価の目的である。会社は今回本
気で文書管理改善に取組んでいるという姿勢を示しているの
である。ここが家庭の断捨離と異なるところであろう。本人
の会社人生での事務的評価と会社の利益のための活動と思い
知らされることである。

３.　あるべき近代的オフィス像

今回文書管理コンサルの最終原稿と銘打ったのに、デスク
周りの整理整頓で終わったら、あいつはそれだけの男だった
のかとみられてしまう。ここで文書管理とファイリングシス
テムの違いをおさらいしておこう。セミナーの場でも発表し
たが（2014年10月15日～ 17日開催�eドキュメントフォーラ
ム2014）、文書管理とは制度に当たり、文書の廃棄制度、保
管組織、リテンション管理、保管・保存年限、文書分類、書
庫管理制度などである。一方ファイリングシステムとは今回
のデスク周りの整理整頓、ファイル用具、ファイルの作り方、
パソコンを活用した検索など実務である。

しかし最近のオフィスはホテルの一室かと見違える豪華な
ものと、相変わらず腕に黒いカバーを巻いたひと昔ふうの事
務所もある。ホテルほど豪華にすることはないが、オフィス
は昔の「事務所」ではない。ベテランや幹部社員には相変わ
らずサンダルでペタペタ歩いている輩もいよう。文書管理や
ファイリングシステムという文書事務に加えて近代的オフィ
ス像も知っておいてほしい。

（1）無用な脇机の廃止

机は事務作業もするが人のステータスを表す道具として使
われてきた。新入社員など若いうちは当然片袖机だが、係長
になると脇机を付けてもらい偉くなったことを実感する。課
長までは同じだが、部長になると両袖机が与えられ、席も１
人離れて座る。このように役職に応じて机を変える時代が
あったが、机を用意する総務課は面倒でたまらなかった。最
近は机とは最低の物入れと作業する台と決め込んで、多人数
掛けられる長机と移動式のサイドキャビネットが多くなって
きた。課長が長机の端に議長みたいな座り方もしなくなり、
５人座るとその中央に座る方が仕事を見易くなったという。
机はステータスシンボルから実質的な執務スペースになって
きている。

（2）管理職用個人キャビネットは最小限に

昔は部長になると日の当たる窓の近くに一人で座り、部長
用キャビネットとして３段キャビネットなどを使っていた。
中を見ると部長の私物と、組織と重複した書類を整理もせず
に放り込んであった。私たちコンサルの一番おいしい改善点
だった。これもステータスシンボルで要するにほぼ不要な
キャビネットだったのだ。なかには担当部署以外の仕事を任
されて、そんな書類が入っていることもあった。もしも担当
部だけの仕事をしている場合は、個人用キャビネットは極力
撤去して頂く。部長はその部の一番偉いさんだから、部下か
ら撤去してほしいとは言い出しかねていたのだ。我々コンサ
ルをそんな敵役に使ってくださってよい。

（3）�足元棚には公文書を

保管しない

会社によっては「足元
棚」という便利は文房具
がある。写真のようなも
のだ。

デスク周りの評価理由、①：机上に書類を常時保管、②：机下・外に書
類を常時保管、 ③：袖中段引出しに書類を平積み、④：袖下段引出しに
書類を見だしなしで保管

部 課 人名 評価 評価理由 第2回 評価理由
事業統括部
５Ｆ

東日本第１
５Ｆ

細川Ｂ A A
村山 A A
橋下Ｌ C ①② B ①
小渕 B ① B ③
森 D ①②③ B ③
小泉ＦＢ C ①② A
福田 A A
麻生 B ① B ①
菅 C ①③ B ①
野田Ｌ C ①④ C ①③
安倍Ｌ B ① B ①
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キャスター付きの２段くらいの棚で、机に入りきれないと
称して書類を保管している。それも営業マンがお客さんの資
料入れにしている。これは最近問題視されるコンプライアン
ス上好ましくないので撤去して頂く。せっかく会社がお金を
出して購入した備品だけに反発もあるが、会社のしかるべき
部署と相談してなくして頂く。

（4）机の上にブックエンドは置かない

ブックエンドすなわち「本立て」である。学生時代学童机
の上に必ず置いてあった。

机の上にブックエンドを置くと机が狭くなり、なおかつ公
文書の放置につながる。足元棚はダメ、ブックエンドはダメ
というと書類を入れる場所がないという人もいる。文書管理
とは文書のリテンション管理を行う。つまり事務室には今年
度と前年度の２年度の書類を保管し、それより古い書類は廃
棄するか書類倉庫に置き換えする制度だ。そして文書を共有
して皆で利用する制度でもある。そうすれば「１.�事務机の
上手な使い方」で説明したように個人が机に保管する書類は
極めて少なくなる。机を広く使える気持ち良さを味わって頂
きたい。

（5）デスクマットは使わない

デスクマットは机の上に敷くビニールの上敷きだ。この商

品の歴史は古く、私たち70歳代の社員が新入社員時代は、机
は木製だった。当時ボールペンが流行りだしたが、机が木製
だと木目にペンを取られてうまく字が書けなかった。そこで
ガラスの板を敷き、さらにガラスの下にラシャを挟んだもの
だ。ラシャとはビリヤードに使う緑色の布である。このガラ
スとラシャが工業製品化されデスクマットができた。デスク
マットがあると写真のようにマットの間に資料を挟み、まこ
とに見苦しい。これこそ「古い事務所」の典型である。

（6）トレー引き出しの廃止

トレー引出しとは机の上に載せる３段～５段のプラス
ティック箱型引出しである。この中に書類を平らに寝かせて
ただ放り込む。机の上がこの箱のせいで狭くなり、パソコン
なども置きにくくなる。また引出しの中に新しい書類を上に
載せるだけだから、下になった書類は誠に出しづらい。書類
は立てると出しやすい。ファイリングの基礎である。

おわりに

今回「オフィスにおけるダンシャリ」と題してファイリン
グの整理整頓の部分を書いてみた。初めて耳にするところも
あったかもしれないが、それはこんな簡単なことはコンサル
してもお金にならないし、教えに出掛けるほど難しい技法で
もないからだ。でも家庭の断捨離の本が250万部のベストセ
ラーになっていると聞いて、オフィス版もそこそこ需要があ
るかと思った次第である。もちろんこんな簡単なことはこの
本を見ながらご自分で実施して頂ける。整理整頓は5Sでも
重要なことと位置付けられている。ぜひオフィスのダンシャ
リを実施して頂きたい。
次回は電子文書管理について紙文書よりメリットがある点
を解説して、私のコンサル人生を完結したい。

文書管理に関する35年間の取組みと今後の課題（１）
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調布市立図書館
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■お宝文書投稿募集中！！　所蔵する貴重な文書・特長ある文書を貴館のご紹介と共に掲載します。ご連絡は編集部まで。

https://www.lib.city.chofu.tokyo.jp/
〒182-0026　調布市小島町2-33-1
TEL. 042-441-6181　FAX. 042-441-6183

　調布市立図書館は1966年６月に誕生し、2016年には
開館50周年を迎えます。市内全域の人が気軽に図書館
を利用できるよう半径800mに１館、市内に11館の図書
館があります。図書の他、映画資料を多く所蔵し、当館
が発行する「図書館だより」や調布市に関する新聞記
事を集めた「新聞記事データベース」、それらを加えた「デ
ジタルコンテンツデータベース」を構築、市民に供して
います。

◆ わが館の特長

わが館の

「映画のまち調布」と呼ばれる調布市には、

日活調布撮影所と角川大映スタジオの２つの大

型撮影所があり、市内には40社以上の映画・

映像関連企業が活動しています。その関係で当

館では多くの映画資料を所蔵しています。

映画ポスター2531枚は調布市立図書館デジ

タルコンテンツデータベースに登録し、中央図

書館の端末を通して市民に提供しています。ま

た市内で行われた行事等の地域資料ポスター

1001枚も同時に見ることができます。

ポスターは1972年より収集、アメリカ接収映画の返還第一号である「５人の斥候兵」の再公開時のポスター（1968年）や「夜

霧よ今夜も有難う（1967年）」、また最近のものでは「千と千尋の神隠し（2001年）」などがあります。映画ポスターは同じ

タイトルでもデザインの異なるものがあり、比較して違いを楽しむことができます。

※枚数は2014年８月現在のもの

1986年第５回花火大会ポスター

「5人の斥候兵」のポスター　Ⓒ日活

◆ 所蔵品
紙文書関連 128万6860点

その他 視聴覚資料　1万8537点

調布市立図書館所蔵

映画ポスター
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■お宝文書投稿募集中！！　所蔵する貴重な文書・特長ある文書を貴館のご紹介と共に掲載します。ご連絡は編集部まで。

http://www.hi-it.jp/~tosho/toshokanannai-h.html
〒036-8356　青森県弘前市下白銀町2-1
TEL. 0172-32-3794　FAX. 0172-36-8360

　当館は歴史が古く、明治８年の前身となる団体に始ま
り、明治39年市立弘前図書館として設立、現在に至っ
ています。公共図書館としての一般書や児童書はもちろ
んこと、津軽弘前藩関係の史料及び明治以降の史料に
ついても多数所蔵する史料館を兼ねた図書館です。当
館の特長は来館者が気軽に古文書や絵図を手にとって、
ご覧になれることです。また、史料の紹介や無料の資料
調査サービス（レァフレンスサービス）もおこなってい
ますので、ぜひお問い合せください。来館・ご連絡をお
待ちしています。

◆ わが館の特長

わが館の

元禄15年12月15日（1702年）播磨赤穂藩浅野家

の家老であった大石内蔵助ら47人が吉良邸に藩主の

仇討ちをした赤穂事件（忠臣蔵）について、当館所蔵

の津軽弘前藩の正式記録「弘前藩庁日記　江戸」に史

実の記載がみられ、討ち入りとその顛末がわかります。

記載内容は、「浅野内匠様の御家来が、昨夜七つ時吉良上野介様御宅へ

乱入、上野介様を討ち留め」云々と続いて、浅野内匠家来の口上として、

「去年三月、内匠儀、伝奏御馳走の儀につき、吉良上野介殿へ意趣を含み

罷りあり候ところ、御殿中において当座のがれ難き儀が御座候てか、刃

傷に及び候。君父の仇、共に天を戴くべからざるの儀もだし難く、きょ

う上野介殿御宅へ推参仕り候」とあります。

歌舞伎や映画では討ち入り当日、雪が降っていての斬り合いとなって

いますが史実では雪は降っていない様子です。

また、赤穂事件以前は吉良義央（上野介）と津軽弘前藩との頻繁な交流に係わる記載や大石内蔵助の従弟郷右衛門は弘前藩に

召し抱えられていますが、その関係史料についても所蔵していますので、興味のある方はお問い合わせください。

◆ 所蔵品
紙文書関連 501,352点

弘前市立弘前図書館所蔵
弘前藩庁日記  江戸

赤穂浪士の
討ち入りの条
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デジタル資産を後世に伝える情報キャリアとしてマイクロ
フィルム（以下マイクロという）によるデジタルプリザベー
ションが世界的に評価されて最良事例になっている。新しい
デジタル媒体が輩出する中で、アナログ媒体であるマイクロ
が電子情報キャリアとして重要視されている。その理由はど
こにあるのだろうか。

本稿ではデジタルプリザベーションのリスクとマイクロの
関係を取り上げながら、マイクロの新たな役割を紹介するこ
とで、デジタル時代にあってマイクロが再評価されている原
因を探ることとする。

デジタルプリザベーションと文書のデジタル化の動き

１.　デジタルプリザベーション

デジタルプリザベーションの定義は、「必要な期間デジタ
ル資料への継続的アクセスを確保するための活動。媒体障害
や技術変化の限界を越えてデジタル資料をアクセス可能にし
ておくための全てのアクションを指す。この枠組みの中でデ
ジタルプリザベーションはリスクマネジメント戦略に組み込
まれる。デジタルプリザベーションの目的はデジタル情報が
時間の経過とともに損失する危険を防止し、必要な期間アク
セスできる状態で生き残れるように管理することである。（出
典：Digital Curation Reference Manual：ISSN1747-
1524）」と示されている。

またデジタルプリザベーションとアーカイブは同義語とし
て使われることが多い。
２.　�保存期間の分類（JIS�Z�6009参照）

○短期： ３~10年、デジタル資料にアクセスできること。
しかし技術の変化によってアクセスできなくな
ることが見通せる範囲を越えない。

○中期： 10~30年、技術の変化を越えて継続的にアクセス
できる。

○長期： 必要な期間、技術の変化を越えて継続的にデジタ
ル資料又はそれが持っている情報にアクセスで
きる。

３.　文書のデジタル化の動き

日本では国立公文書館のアジア歴史資料センター、国立国
会図書館の電子図書館事業がマイクロ又は紙文書をスキャナ
でデジタル化して公開していることで知られている。米国で
は国立公文書館記録管理局（NARA）が100億ページを越え
る保存文書へのパブリックアクセスを促進するために電子化
プロジェクトを推進している。ちなみに100億ページのうち、
２億２千万ページがマイクロ化されているという。このプロ
ジェクトはITビジネスをパートナーとして税金を使わずに
迅速にコンテンツを増やそうとするものである。企業は
NARAが保有する文書を自己経費でデジタル化してNARA
に提供し、自社でも無料公開する。ただし、付加価値サービ
スは有料で行える。NARAはこのプロジェクトの中で次の
ように述べている。「500年の期待寿命があるコンピュータ
アウトプットマイクロフィルム（COM）は紙の記録を継続
的に維持するためにNARAが選択している方法である。こ
のマイクロ作成のためのデジタル処理は非常に大きなアクセ
ス機会を生みだす」。

海外の動き

１.　米国立公文書館記録管理局（NARA）

NARAは文書のデジタル化を促進する一方で、連邦機関
から記録をデジタル形式で受けとり保存するプロジェクト、
Electronic Records Archives（ERA）を進めている。ERA
はあらゆる種類のデジタル記録（ワープロ文書、表計算、
PPT、Eメールと添付ファイル、写真、衛星画像、地質デー
タWeb等）をハードとソフトに依存せずに電子的に永久保
存してアクセスできるシステムを構築することを目指し、

爆発的に増加するデジタル文書の
長期保存についての動き

コダック アラリス ジャパン株式会社
ドキュメントイメージング事業本部

　楢
なら

林
ばやし

 幸
こう

一
いち

世界で再評価されているマイクロフィルム　１
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2009年にはブッシュ政権の電子記録を大統領図書館に収納
した。電子記録保存施設も全米に15 ヶ所設ける計画でテキ
サスから順次整備している。記録媒体はCD-ROM、MT、カー
トリッジテープ、FTP、添付ファイル付きEメール、データ
ファイル等。ERAは壮大で究極のデジタルプリザベーショ
ンソリューションを目指しているが、会計検査院（GAO）
からは開発の遅れ、開発及びライフサイクル管理コストの肥
大化、開発情報非公開などの改善指摘を受けている。
２.　米議会図書館（LC）

LCは2010年にNational Digital Stewardship Alliance 
（NDSA）を設立した。これはデジタルコンテンツの保存と
アクセスを目的とする機関の集合体を作って、デジタル保存
をバラバラに研究・実行する無駄を避け、個々のアイデア、
実践、開発情報を交換することで効率的に開発していこうと
いう機関。LC、NARA、映画科学アカデミー、大学、図書館、
公文書館、企業から90団体以上が参加している。研究テーマ
別のWG（コンテンツ、標準、ベストプラクティス、構造基盤、
改革、外交、教育）で開発を進めている。現在のところ、デ
ジタルで長期保存する場合は、複数のコピーを作成し、複数
の場所に分散保存することを推奨している。

デジタルプリザベーションのリスクと解決策

１.　アーカイブ機関が指摘するリスクと解決手法

ERA、NDSA等、爆発的に増えているデジタル情報をダ
イナミックな利用性を維持しながら長期保存しようとする研
究は、現在のところ逆に長期保存の困難さを明らかにする結
果になっている。出版されている報告書の中から保存のリス
クと対策に言及しているものを紹介する。
（1）�図書館資料の予防的保存対策の原則（2003年：国際図

書館連盟：国立国会図書館訳）

・ 図書館が保管する光ディスクは25年後には読めなくな
り、100年後には間違いなく読み出せなくなるだろう

・ 今後10年間は、「保存はマイクロ、利用はデジタル」が
望ましい保存方策であろう

・ 現在ではコンピュータ技術の急速な発展で、マイクロと
デジタル画像を同時に、低コストで作成できるように
なっている

・ 標準規格が定着するまでは保存のためにデジタル技術を
用いることには疑問が残る

（2）米国州政府のデジタル公文書保存ガイドライン

・全米の州政府は保存年限別に媒体を指定している
・ 10年以内はデジタル、10年以上はマイクロ、紙又はデ

ジタル、永久保存は紙かマイクロ
（3）�電子情報保存に関する報告書等（2003年～ 2010年：国

立国会図書館）　

・ 電子情報保存は紙以上に大きな運用経費が必要で、継続
的な資源投入が必要

・ 電子資料の利用可能率は31％、1991年以前は３%
・ パッケージ系電子出版物は媒体数に比例して移行コスト

が累積するのでハードディスク等の大規模ストレージへ
の集約が現実的

・ 最新環境での再生を可能にするため、マイグレーション、
エミュレーション、ファイル形式変換が必要

（4）�電子記録：アーキビストのためのワークブック報告書（2005

年：国際公文書館会議（ICA））

・ 長期の定義は５年以上。アーカイブズは記録作成システ
ムのハード、ソフト、媒体の寿命をはるかに越えて、技
術の変化を予測できる範囲を越える

・ アーカイブズが取り入れるべき解決策が急速に変化し続
けている時代に在って、保存方法を一つに絞るのは愚か
なことである

・ 経費は将来のアクセスサービスを考慮する際に避けて通
れない課題である。経費・ユーザーニーズ・サービスレ
ベルの均衡が必要となる

２.　デジタルプリザベーションのリスク

上記のリスクをまとめると以下のようになる。
・ ハード、ソフト、フォーマット、媒体に関する技術が急

速に変化し、陳腐化する
・ ベンダーの事業売却、撤退、倒産、戦略変更、株主の要

求の変化などの理由でサポートレベルが低下すると、
ユーザーのアクセス性に支障がでる

・維持コストを押上げる要因が多く、コストが累積する
　－ サポートの停止など外部ベンダーの方針に対応して内

部環境を追従させる必要がある
　－ メディアリフレッシュ、マイグレーション、エミュレー

ションが必要
　－ システム保守、教育、人件費への継続的投資が必須条件
　－資源獲得が途切れると長期保存の可能性も途切れる
　－ デジタル媒体は短命で、同じ技術系媒体でもベンダー

と製品で異なる



月刊 IM  2014-12月号 29

デジタルプリザベーションのリスクを避ける　　　
ソリューション

では、こうしたリスクを回避する方策として、国際図書館
連盟の「図書館資料の予防的保存対策の原則」が提起してい
るような “デジタル文書” を “マイクロに変換する” 技術が
唯一の現実的なソリューションとして浮かんでくる。「アク
セスはデジタル、保存はマイクロ」を同時に実行できる技術
は「デジタル‐マイクロ・アーカイブ」と呼ばれる。このソ
リューションを採用すれば、デジタルの利点を生かしたまま
で、デジタル文書の長期保存に係るリスクを回避できる。

マイクロによるデジタルアーカイブ

１.　マイクロ媒体

電子ゲームで育ちPC、インターネットを、当然のように
使い、学習用タブレットが普及するような環境で育っている
方々は、“デジタル保存はアナログ媒体で” と、いわれても困っ
てしまうのではないだろうか。知っている方も、“マイクロ？ 
まだあるの？ 会社のマイクロは捨てたよ” などとおっしゃ
るのではないか。そこで最新のマイクロについて少し説明さ
せていただくこととする。

保存用のマイクロは幅16ｍｍ又は35ｍｍのロールフィル
ムで16ｍｍは主にA3文書まで、35mmは新聞や図面などの
大判文書用に使われる。これは1920年代から現在まで変わっ
ていない。
２.　イメージコントロールシステム

マイクロの最新のシステムでは検
索のためのデータベース構築とそれ
による検索性の速さが特長である。

速い検索性が必要なシステムでは、
16mmマイクロシステムで図１のよ
うに文書とその下に検索用の矩形の
イメージマークを撮影する。そして
コンピュータ検索データベースを設
けて、文書の検索キー及び、その文
書が記録されているロールフィルム
の番号と、フィルム先端からの文書
のコマ数（イメージマークの数）を
登録する。デジタル的にメンテナン
スが必要なのはこの検索データ
ベースだけである。

３.　イメージコントロールシステムの検索

探したい文書を検索するには、検索データベースにアクセ
スしフィルム番号やコマ数を検索し、読取り装置にて文書を
表示するが、読取り装置が表示した文書はデジタル文書なので、
電子イメージングシステム内で利用できるほか、ネットワー
ク経由でアクセスでき、マイクロ自体は安全に保管できる。

イメージコントロールシステムによる文書の検索速度は、
索引データベースへのアクセスからPCへの文書表示まで１
分以内程度であるため、デジタル外部記憶媒体と遜色ない。
４.　デジタル文書をマイクロに記録するプロセス

図２は長期保存あるいは証拠能力が必要な文書を作成する
ためにJIIMAが紙文書のデジタル‐マイクロ・アーカイブ
による保存ガイドラインで推奨しているプロセスである。デ
ジタル文書をマイクロに記録するタイミングは使用頻度が少

検証からマイクロフィルム作成
開始までを24時間内に行う！

世界で再評価されているマイクロフィルム １

図１　マイクロフィルムの自動検索

図２　デジタル-マイクロ・アーカイブ作成の作業工程
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なくなった段階でも可能であるが、安全性、真正性、完全性
を考慮すると発生からできるだけ短期間にマイクロ文書とし
て保存する内部運用規程を設け、日常業務の一環として作成、
保存することが望ましい。
５.　デジタルプリザベーションにおけるマイクロの利点

この分野におけるマイクロの利点は長期保存のリスクを回
避して、電子文書管理システム内の文書の証拠機能と長期保
存機能の役割を担えることである。

主な利点は次のとおりである。
○ 過去のマイクロ資産を電子文書管理システムに統合でき

る。マイクロ文書をPC上で閲覧し、電子的に送信する
まで30秒～１分程度。（16mmマイクロの自動検索機能）

○ 長期保存はマイクロで対応できるため、デジタルは動的
利用をメインに使用できる。

○ マイグレーション、エミュレーション、形式変換のコス
トを削減できる。

○ マイクロ文書はデジタルイメージとしてPCモニタで閲
覧できるので、その後はデジタル文書として利用できる。
マイクロスキャナによる一括デジタル変換も可能。

○ 材料、処理、保存の全てが国際規格化されているので、
ベンダーの事業売却、撤退、倒産、戦略変更等でサポー
トレベルが低下あるいはなくなっても過去のマイクロ
が読めなくなるリスクがない。76年前のマイクロは現
在の装置で読め、電子化できる。

○ デジタル文書を低コストで将来世代に伝える要求に応え
られる。

○ デジタル‐マイクロ・アーカイブは既に世界中で最良事
例として使われている実証済の安全で安心なIT技術で
ある。

デジタルプリザベーションの国際規格 ISO 11506

　ISO 11506は、デジタル文書をマイクロと光ディスクに同
時に記録して、マイクロで文書の証拠性及び100年以上の長
期保存性を保証しながら、10 ～ 30年程度のアクセス性を確
保するために光ディスクに記録する規格で2009年に出版さ
れた。あらゆる情報がコンピュータネットワークで瞬時に配
布、入手できる時代にあって、政府もe－Japan政策を推進
しe－文書法が制定されるなど電子による情報利用が進む中
で、デジタルの長期保存リスクを回避できる技術として、
2009年に国際規格化になった。

　デジタル文書の作成、保存、再処理及び配布は、非常に簡
単で誰でも実行できる半面、非改ざん性及び長期保存性の確
保に関しては問題を抱えている。電子文書の激増に合わせて
世界中でデジタルをデジタルで保存するための実行可能な技
術を開発する努力が続けられているが、現在のところ最良事
例と呼べるようなソリューションはマイクロによる保存以外
には見当たらないのが現状である。このような市場の状況の
中で、デジタル文書をマイクロで保存するシステムが世界的
に最良事例として普及していることが、ISO 11506が出版さ
れた理由である。ISO 11506はデジタルプリザベーションに
関する重要な規格であり日本にとっても重要なので、これを
ベースにしたJIS化の計画が進行している。

終わりに

デジタル文書の長期保存にかかわるリスクについては世界
のアーキビストと関係機関の中では以前から議論されている
が、日本では電子情報社会化の動きの中で取り残されている
テーマといえる。マイクロによるデジタルアーカイブは注目
すべき研究テーマである。

これにフォーカスした報告書が英国のデジタル・キュレー
ション・センターから「デジタルプリザベーションにおける
マイクロフィルムの役割」と題して出版されている。この報
告書はマイクロによるデジタルリスク回避の可能性、最新の
マイクロ技術、マイクロの欠点、それを補うカラーあるいは
bit記録などの技術開発の動向、世界の最良事例など、ぜひ
読んでいただきたい情報が提供されている。次号ではその概
要を紹介することとする。

世界で再評価されているマイクロフィルム １

表　マイクロ技術の開発年表

年　代 出来事 内　容
1928年 16mmマイクロ開発 ビジネス活動の証拠記録の代替保存
1934年 35mmマイクロ開発 新聞紙面の保存に採用

1984年 PETベースの開発 マイクロの期待寿命が100年から500
年に進展

1980年代 ドキュメントスキャナ 紙文書の高速デジタル変換、ERMが進展
1995年 アーカイブライタ デジタル文書を直接マイクロに高速記録

2009年 ISO 11506出版 デジタルをマイクロに記録する国際規
格の誕生

1928年に始まったマイクロ技術の標準化の流れは2009年のデジタル文書
の長期保存規格ISO 11506に及び、これによってマイクロの全てが国際
標準化されたことになる。
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名古屋に赴任する直前、フィンランド大使館から電話がか

かって来た。フィンランドに招待したいと言うのだ。「私は

10年ほど前に招待されて行ったんです。それに名古屋に異

動になったんですが」と断ると「それは好都合です」と言う

返事である。

聞けば、10年前に行った記者というのでわざわざ私に声

をかけてくれたのと翌年の名古屋万博の関連取材をしてもら

いたいのだと言う。そういうことならと引き受けた。そして、

フィンランドでの取材も終わり、記事も紙面に載った。

さて翌年の万博である。当然のごとく行った記者らは、万

博会場で開かれたフィンランド大使館のレセプションにも招

待された。

その席で、始まる前に一人の他社の記者が私の前に駆け

寄ってきた。彼とは、フィンランド取材で、ずーっと一緒だっ

た。ただ、名古屋便で帰りたいのでと二日ほど私よりも帰り

を遅くしたのだ。

その彼が「あれから大変なことがありました」と言う。そ

の話によると、私が帰ってから通訳氏の妻の店に連れて行か

れたのだそうだ。日本人がフィンランドに行ったら、店に入っ

てくれるように紹介してほしかったのだろう。ところが、妻

だと紹介されたのは、ワンピースこそ着ているが、背が高く、

声が野太く、顔にそり残したひげ跡が…。そう、まぎれもな

い男だったとか。その記者が、ほうほうのていで立ち去った

のは言うまでもない。

まさかの出来事にあ然とした。そんなふうには見えなかっ

た通訳だったが、こればっかりは分からない。

フィンランドには、もう一つおもしろい話があった。それ

は、当時から10年前の初めて招待された時の話だ。10社ほ

どの記者らが集まって集団で移動した。我々の世話役は、東

京の○○PRのＫさんという方だった。連日、四つ、五つの

企業や工場を見て回った。

時々は、ヘルシンキから少し離れた郊外までバスが用意さ

れて出かけたり、遠く離れた地方都市まで飛行機で出かけて

行ったりもした。そんなときには、そこの企業の保養所みた

いなところで、会社の役員などと一緒にサウナに入った。

フィンランド人たちは体が温まると、すぐそばを流れる大

きな川に飛び込んで冷やして、日本人に向かって大声で何や

ら言う。どうやら、涼しくて気持ちがいいから飛び込めと言っ

ているらしいが、四月とはいえ、フィンランドである。日本

人にとって、サウナに入っていなければ、寒くて仕方がない

気候だ。こんなので川に飛び込めば、どうなるか分からない。

結局、飛び込む日本人はいなかった。

そんなある日のこと、ヘルシンキにある企業の広報担当者

が我々の宿舎のホテルにやってきた。今日の取材のお礼にダ

ンスホールに案内すると言う。我々も息抜きがしたかったの

で大賛成。そこで、その広報担当者から注意が言い渡された。

「ダンスホールは、紳士淑女が集うところなのでそのつも

りで。皆さんは日本人なので歓迎されるでしょうが、どんな

にフィーリングが合おうと同じパートナーとは１回だけのダ

ンスにとどめてください。後は、積極的にダンスに誘ってく

ださい」。我々は、日本人の恥になってはいかんと皆、見よ

う見まねで、次から次へとダンスに誘った。ちゃんと言いつ

けを守り、１人１回である。ダンスなどできないが、できる

女性がリードしてくれたり、お互い知らなければ適当に流し

たりした。日本人は皆、そういうのばかりである。２時間は

あっという間に終わった。

それからしばらくして、我々は帰国した。Ｋさんは、その

後１～２回、日本から記者団を引率したそうだ。

それから日本から記者を招くプロジェクトが終り、Ｋさん

は日本人とフィンランドについて、フィンランド大使館主催

の講演会でしゃべることになった。聴衆は日本にいるフィン

ランド人である。

皆初めは静かに聞いていたが、ダンスホールに行ったこと

を話し始めると、クスクスと笑い出した。１人のパートナー

とは１回だけの話になるとクスクスが大きくなり、フィンラ

ンド人は遊びでも真面目だというくだりでは大爆笑となった。

後で大使館の人が教えてくれたそうだ。「あの種のダンス

ホールは、寂しい男女が相手を見つけるために集まるところ

なんですよ。アメリカのシングルバーと同じですね」。

あの広報担当者がなぜ我々をそこに連れて行ったのか、な

ぜ１人のパートナーとは１回限りと言ったのか、今だに謎で

ある。

フィンランドはミステリアスな国である。

茂谷 知己（もたにともみ）
早稲田大商学部卒後、産経新聞東京本社に入社。政治部・経済部を経
て法務次長、知的財産管理センター上級専門委員を務める。定年退職
後は㈱WOW LIFEを設立。インターネットを利用した情報配信、新規
ビジネスをサポートしている。http://wowlife.info/index.html

コラム◆せいてんなれどとおがすみ フィンランドはミステリアスな国

晴
天
なれど遠霞
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クラウド・ビッグデータ時代の文書管理
JIIMA　eドキュメントJAPANを開催

公益社団法人日本文書情報マネジメン
ト協会（高橋通彦理事長）は、10月15
日（水）～17日（金）の３日間、東京ビッグサ
イト（東京都江東区）において、52回
目となるeドキュメントJAPAN2014を
開催した。

展示会場ではファイリングシステム、
マイクロアーカイブ、CADのほか、
OCR、電子帳票、ソフト・ハード、セキュ
リティなどIT技術を生かした文書管理商
品・技術が広く紹介、提案された。

JIIMAが掲げる政策提言、ガイドライ
ン、仕様書などに適合するシステムや
JIS、ISOに則った管理提案、各社最新
の主力製品が軒を連ねた。

会議棟で行ったフォーラムは業界の
市場分析のほか、マイナンバーなどの政
府動向、ECM・e-文書・PDF等のスポ
ンサー各社による事例紹介、技術提案が
行われた。JIIMAからは「次期ISO化さ
れる統合文書管理規格」「政策提言の詳
細」「電子帳簿保存法10条の解説」「アー
カイブ用光ディスク製品の認定事業」な
どが公表された。

今年のベストプラクティスは古野電
気株式会社の「貿易帳票管理システム構
築による輸出入帳票の電子化と法対応」。
文書管理の先進的な事例として理事長よ
り記念のクリスタルが授与された。

３日間の動員総計は展示会で16,707
名、フォーラムは1,525名となった。詳
細は４ページで。

e-文書法　ついに規制緩和の動き
JIIMAの働きかけ実を結ぶ

e-文書法が施行されて約10年、７年
間紙のまま原本保管をしなければならな
かった国税関係書類、特に３万円以上の
領収書や契約書が、来年にもスキャナ保
存で認められるようになりそうだ。もち
ろん原本の紙は破棄できる。

法施行以来JIIMAでは、電子化文書の
普及を目指し、要件の各種規制のハード
ルをさげてもらえるよう経団連と協同し
て国税庁・政府に働きかけを行ってきた。
こうした活動がようやく実を結び、11月
５日の日経新聞では規制緩和の可能性が
１面で大きく報じられた。

JIIMAの調査によると、もし領収書・
契約書が３万円未満に限る規制が撤廃さ
れた場合、「具体的な検討に入りたい」
が16%、「他の要件緩和も行われた場合、
検討に入りたい」という回答も約34%
あり、３万円未満に限る金額規制と例え
ば電子署名が撤廃された場合には合計
50%弱が「具体的な検討に入る」と回
答しており、規制緩和による波及効果は
極めて大きいと期待できる。

詳細は、財務省令の改正内容が明らか
になりしだい、本誌上やホームページで
報告したい。

JIIMAは引き続き、業界に即した内容に
なるよう、提案を重ねていく予定である。

米議会図書館　1924年ワールド
カップを収録した90年前のフィル
ムを発見

10月２日米国議会図書館は、1924年
ワールドシリーズの映画フィルムを発見
したと発表した。

この発見は、議会図書館パッカードキャ
ンパスの映画保存スペシャリスト、リア
ンネ・シュバイクホーファー（Lynanne 
Schweighofer）氏によるもので、両親
が昨年亡くなった近所宅の遺産整理を任
された際に、温度管理されていない木造
のガレージ内で８缶のフィルムを発見し
たもの。もっとも古いフィルムは1919年
のもので、新しいのは1928年のものとわ
かった。なかには1924年ワールドシリー
ズの第７戦が収録されていた。フィルム
はニトレートベースで高温の空気でも発
火する劣化しやすいフィルムだが、発見
されたフィルムは少しカビが出ているだ
けで驚くほど良い状態だったという。

 
議会図書館はフィルムを「デジタル変

換」すると同時に「写真化学的に安全フィ
ルムに保存する作業を行った」とホーム
ページで述べている。

90年もの間、そのまま放置されてい
たと思われるフィルムが長期保存に功を
奏した事例である。

国立国会図書館
データベースフォーラムを開催

国立国会図書館（NDL）電子情報部は、
９回目となるデータベースフォーラムを
10月30日東京新館で開催した（関西館
では９月17日に開催）。

いつでもどこでも利用できることを
目的に、NDLが準備している主要なデー
タベースにスムーズにアクセスできるよ
う、サーチシステム毎の機能・活用方法
を紹介した。NDLは130万冊以上の蔵

米国議会図書館ホームページより転載
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書利用を目指している。
データベースは資料や目的別で選べ、

多国籍語で検索でき障害者向けやスマー
トフォンなどにも対応すると解説された。
またNDL以外の他機関への横断的な検
索もNDLから行え、100データベース・
１億件のデータにアクセスできると紹介
された。

富士ゼロックス　モバイルワークを支
援するソリューション・サービスを展開

富士ゼロックス株式会社（会員No.19、
代表取締役社長・山本忠人氏）は、モバ
イルワークで業務を支援するサービスを
11月下旬から行う。

モバイル環境でのドキュメントハンド
リングを支援するアプリケーションソフト
ウェア「DocuWorks Mobile」で、移動
中でも文書の活用ができるというもの。
DocuWorks文書の閲覧はもちろんのこ
と、文書の編集機能もそなえアプリ
ケーションを切り替えることなく、
DocuWorks文書を操作できる。またド
キュメント共有を支援するクラウドサー
ビス「Working Folder」ともシームレ
スに連携、ファイルをタブレット端末に
ダウンロードさせずにセキュアに閲覧が
できる。

またクラウドサービスに対応したデジ
タル複合機、プロダクションプリンター
などの新商品もラインアップしている。

http://www.fujixerox.co.jp/

コダック　上海にアジア太平洋
地域テクノロジーセンターを開設

イーストマンコダック社はアジア地域

全体の印刷業界向けに、コダックが有す
る革新的なテクノロジーとソリューショ
ンを集結した「アジア太平洋テクノロ
ジーセンター」を９月12日に上海に開
設したと発表した。

同テクノロジーセンターでは、コダッ
クの最先端の印刷業界向け製品ライン
アップならびにソリューションのデモン
ストレーション、パートナー向けトレー
ニング、お客様が作成したアプリケー
ションの紹介など、新たなビジネスモデ
ルを提案する。

一方、コダック合同会社（東京都千代
田区、代表執行役員社長・藤原浩氏）は
９月、東京機械製の新聞用オフセット輪
転機にコダックのインクジェットプリン
ディングシステム「Kodak Prosper S20/
S30」を国内においてオプションとして
搭載することに基本合意した。

これまで難しかったバリアブルコン
テンツと印刷後工程との連携により、新
聞業界におけるハイブリッド印刷の普及
を加速させたいとしている。

DNP　4Kタブレット端末を利用した
「オンライン校正支援システム」を開発

大日本印刷株式会社（東京都新宿区、
代表取締役社長・北島義俊氏）はパナソ
ニック株式会社の4Kタブレット端末「タ
フパッド4K」を利用して印刷物の校正
作業をオンラインで行えるシステムを開
発した。

これまでパソコンのディスプレイは
印刷物に比べて解像度が低いため、細か
い文字や図版は拡大して確認する必要
あったが、印刷物と同等の解像度を持つ

4Kタブレット端末をDNPのオンライン
校正支援システムに利用することで、細
かい文字や図版、色調などの校正作業も
印刷用データで簡単に行える。修正指示
はタッチペンで書き込める。DNPは、
2017年度までの累計で５億円の売上を
目指すとしている。

三井倉庫ビジネスパートナーズ　
MSイメージング社と合併

平成26年10月1日、三井倉庫グルー
プ体制変更に伴い、三井倉庫ビジネス
パートナーズ株式会社（東京都港区、代
表取締役社長・池田求氏）は、これまで
三井倉庫グループが行ってきたビジネス
プロセスアウトソーシング事業の日本国
内における営業活動ならびにオペレー
ション業務の一切を担い、同日付けで
MSイメージング株式会社を合併したこ
とを発表した。MSイメージング社が合
併したことにより、DIM営業部として新
組織が立ち上がった。
DIM営業部　TEL03-6400-8051

各社ニュース

人事のご案内（敬称略）
株式会社内田洋行（会員No.962）
代表取締役会長　　　　　　柏原　　孝
代表取締役社長　　　　　　大久保　昇
取締役専務執行役員　　　　齋藤　憲次
取締役常務執行役員　　　　秋山　慎吾
取締役執行役員　　　　　　高井尚一郎
取締役執行役員　　　　　　朝倉　仁志

■日　時： 2015年１月15日（木）18：00～（受付 17：30）
■場　所：如水会館 2F「ペガサス」
　　　　　東京都千代田区一ツ橋2-1-1　TEL 03（3261）1101（代）
　　　　　地下鉄 竹橋駅・神保町駅より徒歩３～４分 
■�会　費： 10,000円／人　当日会場受付にてお願い致します。

■申　込：2015年１月８日（木）まで
　　　　　ホームページにある申込み用紙で FAX 03（5821）7354 まで

JIIMA賀詞交歓会開催のお知らせ
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編集　まずは田中理事が所属しておられるコダックアラリス
ジャパン社について説明をお願いします。

田中　弊社の生い立ちと申しますか、コダックのドキュメン
ト イメージング事業の紹介からさせていただきたいと思い
ます。弊社の前身であるコダックについてはご存知のJIIMA
会員企業も多いと思いますし、コンシューマーにも名の通っ
たブランドだと思います。また、アーカイブ用のマイクロフィ
ルム関連機材等につきましては、日本における最初のサプラ
イヤーでして、JIIMAの設立にも関わりました。その後、

「チャプター 11」を経て、一年前の2013年９月にコダック 
アラリスとして生まれ変わりました。売上規模は、全世界で
約1200億円であり、概ね40か国に事務所等があります。本
社は英国にあり、オペレーションの本拠地はコダック発祥の
地である米国のロチェスターにございます。事業内容は、①
アーカイブ用マイクロフィルムやそれに伴う装置の販売・

サービス ②スキャナなど電子機器の販売・サービス ③コン
シューマー向けの写真フィルム・印画紙の販売、プリンティ
ングサービスの３つが主な柱になっています。

編集　コダックさんといえば、富士フイルムさんと同様に
IM業界だけでなくJIIMAの基礎を築かれた会社で貢献度も
非常に高い会社ですね。では御社のこれからの中長期的な戦
略についてお聞かせください。

田中　まずはスキャナなどハードウェアの販売とともに、それ
に付随するソリューションサービスの提供に力を入れていきま
す。ソリューションサービスは、スキャンしたデータを加工す
るだけではなく、いわゆるECMにどのようにデータを受け渡
していくか、また、ECMそのものをサービスとして提供でき
ないかということも含まれます。マイクロフィルムにつきまし
ては、イーストマンコダック社からマイクログラフィックス

インタビュアー　IMナレッジコンテンツ委員会

新市場開拓委員会　建築WG担当理事
コダック アラリス ジャパン株式会社
代表取締役常務
ドキュメント イメージング事業本部
本部長 田

た

中
な か

 毅
たけし

 氏

Company Profile 

コダック アラリス ジャパン株式会社
パーソナライズド イメージング（PI）事業
　�一般向け及びプロ用の高品位イメージング製品の販売およびサービスの提供
ドキュメント イメージング（DI）事業
�　�スキャナやキャプチャー、ソフトウェア、情報管理プラットフォーム、プロフェッショナルサービス、各
種サポートの提供に基づくシステムとソリューションによるデータコンテンツの価値向上

設 　 立　　2013年９月３日
資 本 金　　２億2800万円
所 在 地　　東京都千代田区神田駿河台2-9　KDX御茶ノ水ビル７階
U � R � L　　http://www.kodakalaris.co.jp/
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ビジネスを継承したEastman Park Micrographics（EPM）
社がマイクロフィルムや機器の製造・販売をしております。
国内では弊社は日本における専売権を得て事業を展開し、
フィルム販売に関してはインフォマージュ社（東京都江東区）
を総代理店とさせて頂いております。EPM社は今後もマイ
クロフィルムや機器の開発・製造・販売を継続していきます。
さらに同社は今非常に活発に事業展開しています。先だって
もマイクロフィルム機器の開発・製造・販売会社であるクロー
リー社と合併し、機器開発、製造販売を中核的に担う新会社
を発足させるなど、グローバルな販売戦略を持ち、活動して
おります。また、先日はアジアや日本の市場動向、販売戦略
について弊社とも打ち合わせを行いました。そのときの話で
は、欧米特にアメリカのマイクロフィルム市場は堅調とのこ
とです。

編集　アメリカのマイクロ市場が堅調とのことですが、もう
少し詳しく教えてください。

田中　オバマ大統領は電子化を積極的に推進しておりますの
で微妙なところもありますが、国立公文書館（NARA）で
大規模なマイクロ化が行われているのをはじめとして、フィ
ルムはアーカイブの媒体として今も活用されています。また、
固定資産税の元となる住宅の権利書をフィルムで残すことに
なっています。全体として、デジタルデータの保存について
は、光ディスクや磁気テープといった媒体が長期保存に耐え
うるかどうか、また、それらの再生機器の保存をどうするか
といった問題がありますから、総合的に考えるとマイクロ
フィルムによる保存の方がリーズナブルだという発想がある
のだと思います。例えば、一時期はデータや写真をCDに焼
いて保存するシステムが流行ったのですが、今では少なくな

りました。ただユーザーにはサポートのニーズがまだまだあ
り、弊社も対応しておりますが、部品が値上がりしたり供給
がストップしたりとサービスを維持するのが難しくなってき
ています。当時はCDは「100年もちます」というのが謳い
文句だったので、お客様としては「困る」ということになり
ますよね。代替手段はありますが、システム全体を入れ替え
るとなるとコストも膨大になりますので。アーカイバーは納
入するときに先々のことも考えることが大事なのだと感じて
います。また、ユーザーとしても長期的な視野に立って、導
入するシステムを決める必要があるのでしょう。この問題に
ついて、他のソリューションにないマイクロの利点は材料、
処理、保存が全て国際標準で統一されていることです。その
ため蓄積されたマイクロ資産はどのメーカーの装置でも読め
る互換性があることです。

編集　グローバルな規模で、電子化だけでなくアナログも含
め、またその保存も視野に入れて活動をなさっていることが
よくわかりました。では、次に田中理事ご自身の経歴につい
てもお話し下さい。

田中　最初は日立工機という会社でプリンター事業に携わ
り、同社が買収した米国の会社に赴任しました。その後、同
社のプリンター事業がリコーアメリカに譲渡されましたので
そちらに転属しました。プロダクションプリンティングとい
う分野を中心に17年間アメリカで働いてきたことになりま
す。東日本大震災後の2011年４月にコダックのサービスマ
ネージャーとして帰国し、弊社の設立と合わせて今のポジ
ションについたという形です。

編集　JIIMAでは新市場開拓委員会の建築WGを担当されま
すが、建築の分野において文書情報管理はどのような役割を
果たすことが期待されているとお考えでしょうか？

田中　第一に公益性ではないでしょうか。建築に限らず、記
録を残すことは国民の財産となりますので文書情報マネジメ
ントは公益に叶うと思います。また、ドキュメントの保存や
アーカイビングの面で、政策提言や技術的あるいは実務的な
ところをリードする役割が求められています。加えて、業界
の利益につながる、あるいは意見を代弁する役割があります。
日本ではマイクロフィルム業界は非常に厳しいですが、その
ような状況でJIIMAとして、会員企業のビジネスチャンス

簡便な操作性、大容量、高品質を実現するKODAK i5600 Scanner



理事に聞く2014 ― JIIMAをけん引するリーダーたち

文書情報マネジメントの未 来図

36 月刊 IM  2014-12月号

の環境づくりができればと思います。政策提言などを通じて
政府等の公共部門に積極的に働きかけることも大事でしょ
う。我々の主張や活動が公益に叶うものであれば、政府等も
制度などに反映させるでしょうし、その結果、新しい市場が
生まれことにつながると考えています。

編集　「建築三法」の改正などで、建築関係文書の長期保存
が求められるようになっています。建築WGの今後の活動に
ついてはどのようにお考えでしょうか？

田中　これまでの活動の経緯も踏まえて、自分なりに考えて
いることを申しますと、建築図面を長期保存することの必要
性などについてはさまざまな提言があります。しかし、実行
する受け皿がないのが現状ではないでしょうか。例えば国の
建築・工事案件の入札仕様書に、「図面等はデジタルのほか、
マイクロフィルムでも残す」のように定め、記録を残す仕事
の部分を一括してJIIMA会員全体で受託する。そして、そ

れぞれの得意分野に応じて全国の会員企業が受け持つ。ス
キャナだったら弊社が出すとか、マイクロフィルムだったら
△△社が出すとか、クラウドでの保存は××社が担当すると
か…。そのようなビジネスモデルができれば、重要文書や記
録のアーカイブも実現しますし、新しい市場もできます。国
交省にも提案していきたいですね。建築の分野でこのビジネ
スモデルが実現すれば、橋梁など他の公共施設にも広がって
いくと思います。結果として、社会インフラのアーカイブが
できるということにつながっていくと期待しています。

編集　JIIMAが推進する「社会インフラ情報整備事業」にも
つながりますね。貴重なご意見をいただきました。本日はあ
りがとうございました。

情報の活用、 資料保存に貢献するサービスを

我々はひたむきに続けています。

インフォマージュはコダックアラリスジャパンが扱う

マイクロフィルム関連製品の国内総代理店です。
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文書管理・情報共有システムの最新版
楽々 Document Plus　Ver.3.5 住友電工情報システム㈱

A3対応モノクロレーザープリンター
Satera LBP8900

キヤノン㈱
キヤノンマーケティングジャパン㈱

持ち運びに便利な軽量・薄型のポータブルBDライター
BDR-XD05J2 パイオニア㈱

分散して存在する文書やデータを閲覧・
登録・保存・管理し、必要な時に必要な
情報をすぐに取り出すことのできる文書管
理・情報共有システム。
■特長
◦ ドラッグ＆ドロップによるワンタッチ登

録で文書を簡単に登録でき、日付や作

成者などの任意項目を属性として付与
する。部門に分散するファイルサーバを
統合的に閲覧・検索できる。

◦ 複合機等のスキャナ機能によって電子
化されたファイルはOCR処理され、全
文検索の対象となる。

◦ 高速ビューワを搭載し、ヒットしたペー
ジを瞬時に表示し、利用者の状況に応
じてサムネイルの表示/非表示が選択で
きる。

◦ 全文検索の精度が向上。文書の閲覧回
数や発行日などを考慮した総合スコア・
ランキングを導入。活用頻度の高い文
書が上位にランキングされるため、より

効率的に見つけることができる。
◦定期見直し機能の強化。
◦ 文書の登録／変更／参照／廃棄に関する

権限を設定でき、セキュリティ対策も万全。
■価格（税別）
パッケージライセンス　1,500,000円～
■お問い合わせ先
ビジネスソリューション事業本部
システム営業部
TEL：03-6406-2840
西日本システム営業部
TEL：06-6394-6731
http://www.sei-info.co.jp/document-
plus/index.html

「Satera」シリーズにおいて最速プリント
を実現する大量出力が可能なA3対応モノ
クロレーザープリンター。
■特長
◦ 従来機種「Satera LBP4510」の毎分

45枚から毎分51枚（A4片面）へと高
速化を達成。片面印刷と同じ速度で両
面印刷を実現。

◦ 標準消費電力量（TEC 値）において、
3.0kWhを達成。低消費電力製品とし
て、国際エネルギースタープログラム製
品基準バージョン2.0 に適合。

◦ キヤノン独自のアプリケーションプラッ
トホーム「MEAP（Multifunctional 

Embedded Application Platform）
ADVANCE」を標準搭載。ICカードを
利用した認証印刷システムの構築やPC
から送信した印刷ジョブを本体の操作
パネルで選択し印刷できるなど出力管
理ができる。

◦ PCから送信した印刷ジョブを本体内
に一時保管する機能を搭載。ICカード
を利用した認証印刷システムと連携し、

「Satera」シリーズとしては初めて、一
時保管した印刷ジョブを同じネットワー
ク上にある他のキヤノン製複合機やプリ
ンターから印刷可能。

◦ 印刷時にHDD内に生成されるデータを

消去する「残存データ 自動消去」機能、
不正アクセスを防ぐ「HDDロック」機
能情報漏えいリスクを低減する「HDD
データ暗号化」機能（オプション）あり。

■価格（税別）
458,000円
■お問い合わせ先
お客様相談センター
050－555－90061
canon.jp/satera-lbp

クライムシェル型で軽量のBDXLTM対応の
Windows用ポータブルBD/DVD/CDラ
イター。
■特長
◦ クライムシェル型ドライブとして230ｇ

と軽量、持ち運びに便利。W133mm
×H14.8mm×D133mmとコンパクト
なので収納場所にも困らない。

◦ 不要な消費電力を抑える新機能「インテ
リジェントエコモード」を搭載。

◦ 「ライト＆ベリファイモード」のアルゴ
リズムの最適化により記録時間を短縮。

◦ オーディオCDの読取り精度を高める
「PURE READ2+（原音再生）」を搭載。

◦ USB3.0による高速データ転送とUSB
給電とACアダプター（別売）による電
源の安定供給。

◦ ワイヤレスドック（別売）と組み合わせて、
BDソフトをWindowsタブレットやPC
で楽しめる。

◦ 動作音を押さえる「アドバンス静音モー
ド」を搭載。

◦ 電源を切った状態でもディスクを取り
出せる「エマージェンシーイジェクトレ
バー」を搭載。

◦ リカ バリー CDでPCを 立 ち上 げ る
「USBブート」に対応。

■価格　　　　　　　　　  オープン価格
■販売元
株式会社エスティトレード
http://www.st-trade.co.jp/
◦販売に関して
　TEL：03-3206-0678
◦付属ソフトウェア、サポートに関して
　フリーダイヤル：0120-810-924
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編集委員から　今年も残すところあと１か月、毎年この頃に思
いますが、年々時間の経過が加速しているように
思います。半分は歳のせい、半分は欲張りな性格
のせい…。
　今年の自分へのチャレンジは２つ。社員にも社外報（弊社の
広報誌）で公言したので、実行しないわけにはいかないのです。
一つは５月にチャレンジしたTOEIC受験、もう一つは８月にチャ
レンジした日本ソムリエ協会のワインアドバイザー試験。
　TOEICは30年前に受験した以来で、何の準備もせずに筆記
とヒアリングの試験に挑戦。ボディーランゲージは得意なので、
何とかなるか！という思いで受験しましたが、30年前とほぼ同じ
結果に（点数はひみつ！）。30年間何も進歩がないことが良くわ
かりました。もう一つは弊社が酒類販売を行っているので、趣
味と実益を兼ねていわゆる「ソムリエール」を目指した訳ですが、
一次試験であえなく不合格、二次のテイスティングまでに至らず。
独学ではかなり難しい試験なので、次回は仲間とスクール通い
で再受験かもです。
　仕事に直結しない自己啓発、発想の切り替えにはもってこい
ですよ！

（河村武敏）

もうすぐ息子が３歳の誕生日を迎える。この
一年で息子は乳児から幼児へ大きく成長した。
保育園から帰るとずっと母親のおっぱいにかじ

りついていたため、卒乳できるか心配していたのだが、２歳
の誕生日を前に妻が「もうすぐ２歳だね、赤ちゃんじゃない
ね。だからおっぱいはおしまいにしようね」と諭すと、こち
らが拍子抜けするくらいあっさり乳離れした。

今年のGW明けには、特別なトイレトレーニングをするこ
となく、おむつも取れた。以来、一回もおねしょをしていな
い。おむつが取れるとプールに入れるので、夏には満を持し
てプールデビューを果たした。お風呂での練習も欠かさず、
少し顔をお湯につけては「もぐったよ！」と自慢気だ。「父ちゃ
んももぐってみて！」と言うので、そのとおりにすると、い
きなり頭を押さえつけてきた。結構力が強いので危うく溺れ
そうになった。

誕生日プレゼントにそろそろ自転車でも…と思い、近くの
交通公園で試乗した。補助輪がついていて転倒はしないが、
結構重いしペダルもうまくこげない。「じてんしゃ、もうい
い！」と言って傍らの三輪車に乗り換えたが、やはりペダル
が難しい。少しバックして勢いをつけてから背中を押すと、
ぎこちなくではあるが自力で前に進んだ。三輪車、ペダルな
し二輪車、自転車…どれにしようか？誕生日まで悩ましくも
嬉しい日々は続く。

（久永茂人）
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月刊IM１月号予告
〔新春対談〕JIIMA高橋理事長と国立公文書館加藤館長による公文書管理の展望（仮）
〔取　　材〕自治体の公文書管理「府中ふるさと歴史館」（仮）
〔寄　　稿〕日本におけるオープンデータの取り組み（仮）
JIIMAの新規事業「認証制度」始まる！（仮）
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